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経営指標

会社概要（2013年3月末現在）

日本精工株式会社（NSK Ltd.）

〒141-8560
東京都品川区大崎1-6-3 日精ビル

1916 年（大正5年）11月8日

社名（英文社名）

本社所在地

設立

※セグメントの変更により、2009年3月期以前の売上高は合計値のみ表示しています。

672億円

日本：21社　日本以外：71社

23,899名

資本金

連結グループ会社

株主数

欧州・アフリカ 米州 アジア・オセアニア

持続可能な社会の実現に向け、わたしたち人類には解決しなけ
ればならない課題が多く存在します。特集ページでは、社会的課
題の解決に向け、NSKグループが技術力を通して貢献する姿を、
開発者の声とともにご紹介しています。

本レポート（冊子）について
NSKは、ステークホルダーの皆さまの関心が高く、またNSKの事業にかかわりが深
い情報を冊子に重点的に掲載し、多くの方にNSKグループの活動への理解を深め
ていただきたいと思っています。
冊子には、活動項目ごとに取り組み方針、目標と実績、2012年度の活動事例、活動
の進捗を示すデータなどを掲載し、各活動の全体像と進捗を分かりやすくお伝えで
きるよう配慮しています。

補足情報をWebサイトに掲載
詳細なデータや専門性の高い情報をWebサイトに掲載しています。本レポートの
ページに　  の標記があるページは、NSKのWebサイト（NSKトップ＞CSR＞CSRレ
ポート）から補足情報をご覧いただけます。

対象期間
2012年4月1日から2013年3月31日までの活動を掲載しました。対象期間外の活動
については、年月を記載しました。

参考としたガイドライン
GRI （グローバル･リポーティング･イニシアティブ）

「サステナビリティ･レポーティング･ガイドライン 第三版」
ISO（国際標準化機構）

「ISO26000 :2010 社会的責任に関する手引」

環境省
「環境報告ガイドライン（2012年版）」

対象範囲
NSKグループの全拠点を対象にしています。対象範囲が異なる情報は、範囲を別途
記載しました。

トップメッセージ

CSRマネジメント
NSKグループのCSR

2012年度の実績と2013年度の目標
および中期経営計画（2015年度）

ガバナンス

コーポレートガバナンス
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地域社会との共生
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環境貢献型製品の創出

地球温暖化対策

省資源・リサイクル対策

環境負荷物質対策

生物多様性保全

株主・投資家とのかかわり

第三者からのご意見

自動車事業

●産業機械軸受
軸受は機械の回転部分の摩擦を軽減し、滑らかに回転させるための部
品です。洗濯機などの家電製品から新幹線などの鉄道車両、鉄鋼設備、
風力発電機、大型産業機械、さらには飛行機、人工衛星まで多彩な機械
にNSKグループの軸受が使用されています。

NSKグループの事業と会社概要

産業機械事業

NSK HPSシリーズ
自動調心ころ軸受

家電製品向けベアリング

●精機製品
NSKグループの精機製品は、自動車、携帯電話、パソコンなどを製造す
る工作機械や産業用ロボット、液晶ディスプレイや半導体の製造装置、
プラスチック部品を作る射出成形機など、モノづくりの工場で働く機械
のコアパーツとして活躍しています。 

ダブルナット冷却ボールねじ 高加減速メガトルクモータTM PXシリーズ

●自動車軸受
軸受は、車一台に100～150個ほど組み込まれているといわれていま
す。NSKグループは、エンジンやトランスミッション、電装品に使われる
各種の軸受をはじめ、車軸を支えるハブユニット軸受など、豊かな車社
会を支える製品を数多く提供しています。

高信頼性シール付きハブユニット軸受 高効率シェルニードル軸受

●自動車部品
NSKグループの自動車部品には、ハンドル操作をホイールに伝えるステ
アリングシステムや、オートマチックトランスミッションに使われるク
ラッチなど、車の「走る、曲がる、止まる」を制御する多くの重要な部品が
あります。また、車の「安全、環境、快適」にも貢献しています。

コラムタイプ電動パワーステアリング ハイブリッドトランスミッション・オイル
ポンプ駆動用タンデムワンウェイクラッチ
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トップメッセージ

企業の基盤を強固にし、
社会に貢献する企業として
発展していきます

日本精工株式会社
取締役 代表執行役社長

2012年度までの中期経営計画を振り返って
～取り組みの成果について～

2009年度から2012年度（2013年3月期）までの中期経営

計画が終了し、2013年4月から、NSKは新たな中期経営計画

の下で次なる成長に向けて取り組みを進めています。

終了した中期経営計画の期間には、日本の東日本大震災

やタイの大洪水といった自然災害、欧州でのソブリンリスク

や長期にわたる円高、新興国の経済成長の鈍化、さらには

尖閣諸島の領有権問題を背景とした日中関係の悪化など、

各地のさまざまなできごとが世界景気に影響を及ぼし、

事業環境は目まぐるしく変化しました。

NSKがめざしていた最終年度の売上高の目標は、円高な

どの影響を受け、残念ながら達成することができませんで

した。しかし中期計画のテーマとして掲げた、新興国市場の

拡大への対応と、自動車の電動化に代表される技術革新へ

の対応について、さまざまな取り組みを進めた結果、いくつ

もの成果をあげることができました。

中国においては、既存の生産拠点を拡充するとともに、軸

受、精機製品、自動車部品、すべての製品群の生産体制を確

立することで、現地のニーズに最適な製品を需要地で生産

し、中国の発展にいっそう貢献する事業基盤の強化を図りま

した。また、自動車の燃費改善に加え、安全性・快適性の向上

に役立つ電動パワーステアリングの事業は、中期経営計画

の想定を上回るスピードでグローバルに拡大しました。

さらに日本の工場では、震災後の原子力発電所の停止に

よるエネルギーの逼迫にCO2の排出量を増やすことなく対

応することを方針とし、コ・ジェネレーションシステムの導

入などを進め、安定稼動を維持しながらCO2の排出削減の

目標もクリアすることができました。

社会に貢献する企業として
持続的に発展していくために
～2015年度までの中期経営計画について～

NSKは、2016年11月に創立100周年を迎えます。2015年

度（2016年3月期）までの新しい中期経営計画では、100周

年を迎える2016年度に、売上高1兆円に到達する道筋とし

て、より経営の質を高めていくため「1兆円を支える企業基

盤の確立」をビジョンとして掲げました。その達成に向け

て、「安全・品質・コンプライアンス」といった課題に最優先

に取り組み、経営の基盤を強固にした上で、これまで進め

てきた「成長戦略」や「体質強化」への取り組みをさらに強

力に推し進めていきます。（詳細はアニュアルレポート2013

をご覧ください）

今後も、経済のグローバル化がさらに進展する一方で、

エネルギーや気候変動などの環境問題もいっそう深刻に

なっていくことが想定されます。企業への期待も、社会の発

展や課題の解決に向けて果たしていく役割も、さらに大き

くなるものと考えています。

NSKグループが今後も、グローバル企業として世界各地

で信頼され、持続的に成長していくためには、各国、各地域

で異なる文化を理解した上で、NSKが培ってきた技術や経

験を活かして、地域に最適な製品を、最適な方法で生産し、

供給していくことが重要です。

そのためNSKグループでは、お客様をはじめとするステー

クホルダーの期待をいっそう強く、いっそうきめ細かく、自ら

の事業活動に反映させるとともに、NSKの技術や文化を理解

した各国の人材の育成を進め、それぞれの従業員がいきい

きと働き、各部署が自律的に能力を高め、技術開発力、生産

力、営業力などを最大化するよう取り組んでいきます。

次の100年に向けて

NSKグループは、これまで、技術やノウハウの蓄積を製品

の広がりに活かし、また海外展開を積極的に行うことで事

業の拡大を続けてきました。そして、100周年の次の100年

も同様に、革新的な製品を作り、世界に供給することで、企

業としての貢献を果たしていきます。世の中のニーズは、今

後もますます高度化・多様化し、NSKグループが提供する製

品やサービスに対するニーズも、さらに複雑化してくると考

えられます。我々は、NSKの基本的な事業領域である 

“MOTION & CONTROL” を基礎に、機械要素部品のメー

カーとして、回転運動や往復運動を支え、その動きを制御

する技術を製品開発に活かし、お客様の機械の高効率化や

エネルギーロス削減に役立つ製品をグローバルに提供し、

地球環境の保全に貢献します。

また、企業理念で掲げている 「国を越えた人と人の結び

つきを強める」 ことをミッションに、世界各地域のそれぞれ

の市場において良き企業市民となり、地域に根付いた事業

活動を続けていくことをめざしていきます。

コンプライアンスの強化について

2013年2月に、軸受製品の取引に関する独占禁止法違反

の容疑により、当社および当社の元役職員が東京地方裁判

所で有罪の判決を受け、同年3月には、当社は公正取引委

員会から独占禁止法に基づく排除措置命令と課徴金納付

命令を受けました。また、2013年9月に、当社および当社グ

ループ会社が特定の顧客に対して軸受製品を販売する取

引の一部に関して、米国独占禁止法に違反する行為を行っ

たとして、米国司法省との間で、6,820万ドルの罰金を支払

うこと等を内容とする司法取引に合意しました。お客様、株

主･投資家の皆さまをはじめ、関係するステークホルダー

の方々にご心配をおかけしましたことを、深くお詫び申し上

げます。

このような事態を厳粛かつ真摯に受け止め、一日も早い

関係者の皆さまからの信頼回復に向けて、コンプライアン

ス委員会やコンプライアンス推進室などの組織体制を整備

した上で、「競争法遵守規則」「コンプライアンス規則」など

の規程類の制定や改定を実施し、さらに関連法令や社内規

程を分かりやすく解説した「コンプライアンスガイドブック」

を役員・従業員に配布しました。また、e-ラーニングや講義

形式の研修などのコンプライアンス教育を拡充し継続的に

実施することで、再発防止を徹底していきます。

（詳細はP.15・17をご覧ください）

ステークホルダーの皆さまへ

本レポートは、NSKグループの活動の進捗を皆さまに分

かりやすくお伝えすることで、ステークホルダーの皆さまと

のコミュニケーションを深めていくことをめざし発行してい

ます。レポートの感想やNSKグループの事業活動などにつ

いて、ご意見をお寄せください。
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トップメッセージ

企業の基盤を強固にし、
社会に貢献する企業として
発展していきます

日本精工株式会社
取締役 代表執行役社長

2012年度までの中期経営計画を振り返って
～取り組みの成果について～

2009年度から2012年度（2013年3月期）までの中期経営

計画が終了し、2013年4月から、NSKは新たな中期経営計画

の下で次なる成長に向けて取り組みを進めています。

終了した中期経営計画の期間には、日本の東日本大震災

やタイの大洪水といった自然災害、欧州でのソブリンリスク

や長期にわたる円高、新興国の経済成長の鈍化、さらには

尖閣諸島の領有権問題を背景とした日中関係の悪化など、

各地のさまざまなできごとが世界景気に影響を及ぼし、

事業環境は目まぐるしく変化しました。

NSKがめざしていた最終年度の売上高の目標は、円高な

どの影響を受け、残念ながら達成することができませんで

した。しかし中期計画のテーマとして掲げた、新興国市場の

拡大への対応と、自動車の電動化に代表される技術革新へ

の対応について、さまざまな取り組みを進めた結果、いくつ

もの成果をあげることができました。

中国においては、既存の生産拠点を拡充するとともに、軸

受、精機製品、自動車部品、すべての製品群の生産体制を確

立することで、現地のニーズに最適な製品を需要地で生産

し、中国の発展にいっそう貢献する事業基盤の強化を図りま

した。また、自動車の燃費改善に加え、安全性・快適性の向上

に役立つ電動パワーステアリングの事業は、中期経営計画

の想定を上回るスピードでグローバルに拡大しました。

さらに日本の工場では、震災後の原子力発電所の停止に

よるエネルギーの逼迫にCO2の排出量を増やすことなく対

応することを方針とし、コ・ジェネレーションシステムの導

入などを進め、安定稼動を維持しながらCO2の排出削減の

目標もクリアすることができました。

社会に貢献する企業として
持続的に発展していくために
～2015年度までの中期経営計画について～

NSKは、2016年11月に創立100周年を迎えます。2015年

度（2016年3月期）までの新しい中期経営計画では、100周

年を迎える2016年度に、売上高1兆円に到達する道筋とし

て、より経営の質を高めていくため「1兆円を支える企業基

盤の確立」をビジョンとして掲げました。その達成に向け

て、「安全・品質・コンプライアンス」といった課題に最優先

に取り組み、経営の基盤を強固にした上で、これまで進め

てきた「成長戦略」や「体質強化」への取り組みをさらに強

力に推し進めていきます。（詳細はアニュアルレポート2013

をご覧ください）

今後も、経済のグローバル化がさらに進展する一方で、

エネルギーや気候変動などの環境問題もいっそう深刻に

なっていくことが想定されます。企業への期待も、社会の発

展や課題の解決に向けて果たしていく役割も、さらに大き

くなるものと考えています。

NSKグループが今後も、グローバル企業として世界各地

で信頼され、持続的に成長していくためには、各国、各地域

で異なる文化を理解した上で、NSKが培ってきた技術や経

験を活かして、地域に最適な製品を、最適な方法で生産し、

供給していくことが重要です。

そのためNSKグループでは、お客様をはじめとするステー

クホルダーの期待をいっそう強く、いっそうきめ細かく、自ら

の事業活動に反映させるとともに、NSKの技術や文化を理解

した各国の人材の育成を進め、それぞれの従業員がいきい

きと働き、各部署が自律的に能力を高め、技術開発力、生産

力、営業力などを最大化するよう取り組んでいきます。

次の100年に向けて

NSKグループは、これまで、技術やノウハウの蓄積を製品

の広がりに活かし、また海外展開を積極的に行うことで事

業の拡大を続けてきました。そして、100周年の次の100年

も同様に、革新的な製品を作り、世界に供給することで、企

業としての貢献を果たしていきます。世の中のニーズは、今

後もますます高度化・多様化し、NSKグループが提供する製

品やサービスに対するニーズも、さらに複雑化してくると考

えられます。我々は、NSKの基本的な事業領域である 

“MOTION & CONTROL” を基礎に、機械要素部品のメー

カーとして、回転運動や往復運動を支え、その動きを制御

する技術を製品開発に活かし、お客様の機械の高効率化や

エネルギーロス削減に役立つ製品をグローバルに提供し、

地球環境の保全に貢献します。

また、企業理念で掲げている 「国を越えた人と人の結び

つきを強める」 ことをミッションに、世界各地域のそれぞれ

の市場において良き企業市民となり、地域に根付いた事業

活動を続けていくことをめざしていきます。

コンプライアンスの強化について

2013年2月に、軸受製品の取引に関する独占禁止法違反

の容疑により、当社および当社の元役職員が東京地方裁判

所で有罪の判決を受け、同年3月には、当社は公正取引委

員会から独占禁止法に基づく排除措置命令と課徴金納付

命令を受けました。また、2013年9月に、当社および当社グ

ループ会社が特定の顧客に対して軸受製品を販売する取

引の一部に関して、米国独占禁止法に違反する行為を行っ

たとして、米国司法省との間で、6,820万ドルの罰金を支払

うこと等を内容とする司法取引に合意しました。お客様、株

主･投資家の皆さまをはじめ、関係するステークホルダー

の方々にご心配をおかけしましたことを、深くお詫び申し上

げます。

このような事態を厳粛かつ真摯に受け止め、一日も早い

関係者の皆さまからの信頼回復に向けて、コンプライアン

ス委員会やコンプライアンス推進室などの組織体制を整備

した上で、「競争法遵守規則」「コンプライアンス規則」など

の規程類の制定や改定を実施し、さらに関連法令や社内規

程を分かりやすく解説した「コンプライアンスガイドブック」

を役員・従業員に配布しました。また、e-ラーニングや講義

形式の研修などのコンプライアンス教育を拡充し継続的に

実施することで、再発防止を徹底していきます。

（詳細はP.15・17をご覧ください）

ステークホルダーの皆さまへ

本レポートは、NSKグループの活動の進捗を皆さまに分

かりやすくお伝えすることで、ステークホルダーの皆さまと

のコミュニケーションを深めていくことをめざし発行してい

ます。レポートの感想やNSKグループの事業活動などにつ

いて、ご意見をお寄せください。
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NSKグ
ループ

の

企業価
値向上

科学技術の振興

環境貢献型製品の創出
環境負荷物質対策

地球温暖化対策

環境マネジメント

内部統制

コンプライアンス

情報セキュリティ

危機管理

安全保障・輸出管理

次世代の育成

活力ある職場づくり

社会から信頼される品質づくり

株主・投資家との
かかわり

地域との共存共栄

貧困のない社会

人権侵害のない社会

差別のない社会

安全な社会

紛争のない社会

環境汚染・破壊の防止

省資源・リサイクル対策 資源の枯渇防止

地球温暖化の防止

地球環境の保全

生態系の保全

企業の不祥事防止

NSKグループの取り組み
社会がめざす姿

持続可能な社会

NSK

NSKは、MOTION & CONTROLを通じ、円滑で安全な社会に貢献し、地球環境の保全をめざすとともに、
グローバルな活動によって、国を越えた人と人の結びつきを強めます。

しなやかに、限りなく
MOTION & CONTROLTM

個を越えて、今を超えて
 Beyond Limits, Beyond Today

グローバルな目を持とう Beyond Frontiers

きょうの自分を乗り越えよう Beyond Individuals

常識という殻を破ろう Beyond Imagination

進んで変化を求めよう Beyond Perceptions

果敢に未知へ挑戦しよう Challenging the Future

1. 世界をリードする技術力によって、
 顧客に積極的提案を行う

2. 社員一人ひとりの
 個性と可能性を尊重する

3. 柔軟で活力のある企業風土で
 時代を先取りする

4. 社員は地域に対する
 使命感をもとに行動する

5. グローバル経営をめざす

企業理念

社外メッセージ 社内スローガン

サブスローガン

経営姿勢

NSKは、社会の発展と地域環境の保全に貢献することを

企業理念で明確にし、その実現のために取り組むべき道

筋を経営姿勢に定めています。

NSKグループの製品は、さまざまな機械の滑らかな作動

を助けるという特性によって、組み込まれる機械の信頼性

や安全性、省エネルギーを支えています。そして、それら製

品の供給、即ち本業のビジネスを通じ、円滑で安全な社会

と地球環境の保全、さらに持続可能な社会の実現に貢献

することを企業活動の基本としています。役員、従業員一

人ひとりがNSKグループの役割をしっかりと認識し、お客

様をはじめとするステークホルダーの視点に立ち、事業の

発展と社会への貢献に誠実に取り組んでいくことで、NSK

グループとしての企業価値向上と持続的成長をめざして

いきます。

NSKグループのCSRの考え方

NSKグループのCSR
CSRマネジメント
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お客様
NSK製品を購入してくださる企業と、NSK

の製品が組み込まれたさまざまなモノを

使用する皆さまがNSKグループのお客様

です。

わたしたちは、日常の営業活動や技術交

流などを通じて、お客様のニーズに対応し

た高品質で安全･安心な製品を開発し、提

供していくことをめざしています。

従業員
優れた技術やサービス、高品質な製品をつ

くりだし、NSKグループのビジネスを支える

従業員は大切な存在です。

従業員が働きがいを持って、いきいきと仕

事に取り組むことが事業の発展の源泉で

す。わたしたちは互いにコミュニケーション

を深めながら、全員が能力をフルに発揮で

きる職場づくりをめざしています。

サプライヤー
NSKグループの事業は、多くのサプライ

ヤーに支えられて成り立っています。

わたしたちは、サプライヤーとのコミュニ

ケーションを通じて、お客様をはじめとする

ステークホルダーのニーズを共有し、技術

開発や品質、CSRなどの活動を協力して進

めることで、双方が発展していくことをめざ

しています。

次世代
未来を担う子どもや学生も、大切なステー

クホルダーです。

わたしたちは、科学教室やインターンシッ

プなどを通じて次世代の成長を支えていく

ことで、豊かな環境と安定した社会を次代

に引き継ぎ、持続可能な社会づくりに貢献

していくことをめざしています。

地域社会
NSKグループは世界約200カ所に事業拠点

を持ち、グローバルにビジネスを展開して

います。

わたしたちは、事業を行う地域の方々とコ

ミュニケーションを深め、ニーズを理解し、

発展に貢献していくことで、地域社会の一

員として愛される会社になることをめざし

ています。

株主・投資家
NSKグループの発展に期待を寄せてくださ

る株主・投資家は大切なステークホルダー

です。わたしたちは、事業情報や財務情報

の適時・適切な開示に努め、株主・投資家

の皆様のご理解を深めるとともに、経営の

透明性と健全性を高め、社会・環境面にも

配慮した事業の拡大を図ることで、企業価値

の増大と持続的成長をめざしていきます。

次世代サプライヤーNSKグループの
ステークホルダー

地域社会

従業員お客様

株主・投資家

NSKグループのビジネスは、さまざまなステークホルダー

との信頼関係の上に成り立っています。わたしたちは、ス

テークホルダーの皆さまとのコミュニケーションを通じて、

より良い関係を築いていくことが大切だと考えています。

また、各事業所、各部署、各役員･従業員一人ひとりが、社

会やステークホルダーのニーズを認識し、それぞれの日常

の業務に反映していくことができるような風土づくりを進め

ています。

NSKグループのステークホルダー

WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート・補足資料

●企業理念体系について
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項 目 2012年度目標 2012年度実績 評 価 2013年度目標 2015年度目標 掲載ページ

持続的な成長を支える経営の仕組み
コーポレートガバナンス NSKグループ規程類見直し・浸透の促進 計画に沿って見直しを実施。浸透が今後の課題 NSKグループ規程の充実・浸透の促進 コーポレートガバナンスの強化（経営の透明性と健全性の向上）

P.14

〜

P.17

コンプライアンス

コンプライアンスなどの全従業員向けの研修実施（継続） 日本145回 約4,500人、日本以外39回 約900人に教育実施
役員、従業員を対象にしたe-ラーニングを実施 コンプライアンスについての階層別研修の実施（継続） 日本･日本以外：コンプライアンス研修の対象拡大と内容の充実

CSR調達　�米州、アセアン：サプライヤーに「NSKサプライヤーCSR
ガイドライン」を配布

配布を中止し、紛争鉱物情報開示規制等を反映するための
ガイドライン改定を検討 紛争鉱物情報開示規制等を反映しガイドラインを改定 「NSKサプライヤーCSRガイドライン」の周知（継続）

　　　　   日本：CSR自己診断結果をサプライヤーにフィードバック
　　　　   　　  一部サプライヤーと紛争鉱物調査を実施（追加）

調達方針説明会で診断結果をフィードバック
約80社のサプライヤーと紛争鉱物調査を実施

日本：「取組度診断シート」による調査を実施
　　  紛争鉱物調査（サプライチェーン調査、顧客回答）に対応

「NSKサプライヤーCSRガイドライン」「取組度診断シート」を
用いた活動のレベルアップ
紛争鉱物調査（サプライチェーン調査、顧客回答）の定着化

安全保障輸出　役務提供に対する審査体制を強化 設備に関連する役務提供審査を強化 設備の移動に関する管理及び設備に関連する役務提供審査体制の改善 ITシステムを活用した取引審査体制の導入

リスクマネジメント

日本以外の地域での内部監査体制の充実および地域における内部
監査計画の立案・実施

欧州、アセアンに地域内部監査室を設置し、リスク評価に基づいて
財務分野の内部監査を実施
全ての地域においてコンプライアンスの自己点検評価を実施

米州、中国に内部監査室を設置
米州、欧州、中国、アセアンにて、地域のリスク評価に基づき、財務及び
コンプライアンス分野の内部監査を実施

各地域の内部監査室にて、経営監査部と連係して、地域のリスク評価と
モニタリング、財務及びコンプライアンス分野の内部監査を実施

財務報告に係る内部統制評価の標準化、効率化
評価分野毎の評価手順書を作成
J-SOXイントラネットを構築し、運用を開始
米州、欧州にて統制の標準化を実施

日本、北米、欧州における基幹業務システム変更への対応
内部監査及び内部統制評価業務に係るグループ業務基準の整備

リスク評価手法や内部監査業務（財務報告に係る内部統制の評価を
含む）のグローバルな標準化を実施

生産　日本：地震によるダクト等の落下防止対策と棚等の転倒防止
　　　対策の推進

棚等の転倒防止対策を完了
ダクト等の落下防止対策を約80%完了 BCPの深堀り、事前対策課題の推進 日本･日本以外：リスク対策の推進

日本以外：危機管理体制の整備、BCPの検討

調達　サプライチェーンのリスク対策
　　　サプライヤーの震災リスクを把握し、BCPに反映

調査を実施し、代替困難部材を明確化
代替品開発、代替サプライヤー検討を実施

代替困難部材の代替品開発推進
2次以降のサプライヤーチェーン調査推進とサプライヤーBCP対策のフォロー

サプライチェーンの災害対応体制整備
グローバルでのサプライチェーンデータの可視化

社会から信頼される品質づくり
品質向上を
実現するための取り組み 日本以外で特殊工程の監査員の認定を実施（継続） 日本以外の地区で特殊工程の監査員の認定を実施

日本で監査員研修会を開催 熱処理工程の自主監査システムのグローバル展開 熱処理以外の特殊工程の自主監査システムの運用開始
P.18

〜

P.21お客様満足を
高めるための取り組み

ユーザ向けの教育ツールの充実（継続） 軸受の形式･構造説明用の展示キットを制作 技術サポート担当従業員の教育推進 技術サポート担当従業員向け教育の充実

「営業品質教育」のグローバル展開（新規） アメリカ、中国、アセアン地区で教育を開始 「営業品質教育」の実施地域の拡大 営業力強化をめざした教育の定着

活力ある職場づくり
労働における基本的権利の尊重 人権研修の拡充 e-ラーニングによる人権研修を実施（継続） e-ラーニングによる人権研修を実施（継続） 人権研修の充実

P.22

〜

P.27
安全で健康的な職場づくり リスクアセスメントの対象モデルラインを拡大 日本：全てのモデルラインに拡大を完了 日本：リスクアセスメントの対象ラインをモデルライン以外に拡大 安全・衛生の取り組みをグローバルに強化

成長に資する機会と場の提供 「NSKグローバル経営大学」を開催（継続） 第2回「NSKグローバル経営大学」を開催 「NSKグローバル経営大学」を開催（継続） 地域マネジメント人材、グローバル人材の育成強化

地域社会との共生

地域の発展に向けた
社会貢献活動

社会貢献の重点分野の啓発活動の実施（継続） 研修会等を通じて啓発活動を実施 社会貢献の重点分野の啓発活動の実施（継続） 社会貢献の重点分野の啓発活動の実施（継続） P.28

〜

P.31各事業所の取り組みを共有化（継続） 日本語および英語で社会貢献事例集を作成し全事業所に配布 各事業所の取り組みを共有化（継続） 各事業所の取り組みを共有化（継続）

株主・投資家とのかかわり

適時･適切な情報開示 個人投資家向け説明会の開催 個人投資家向け説明会を開催 第4次中期経営計画の投資家・アナリストによる理解促進
個人投資家向けIR活動の強化

中期経営計画の進捗・達成度についての理解構築
株主構成の進化の促進 P.46

環境自主行動計画

環境保全活動を
推進する仕組み

全対象事業所でISO14001の認証を維持
事業所本格稼動開始から3年以内に認証取得（3事業所）

全対象事業所で認証を維持（58事業所）
1事業所が認証取得

全対象事業所でISO14001の認証を維持
事業所本格稼動開始から3年以内に認証取得（2事業所）

全対象事業所でISO14001の認証を維持
本格稼動開始から3年以内の事業所でISO14001の認証取得 P.32

〜

P.33排出基準超過“ゼロ“ 下水排水基準の超過が2件発生（日本1件、タイ1件） 排出基準超過“ゼロ” 排出基準超過“ゼロ”

油等流出環境事故“ゼロ” 油等流出環境事故“ゼロ” 油等流出環境事故“ゼロ” 油等流出環境事故“ゼロ”

環境にやさしい製品・
サービスの提供

環境貢献型製品・技術を創出 16製品を開発 環境貢献型製品・技術を創出 環境貢献型製品・技術を創出 P.34

〜

P.35CO2排出削減貢献量を算出 電動パワーステアリング（EPS）と射出成形機用ボールねじで算出 CO2排出削減貢献量の算出 CO2排出削減貢献量の算出

省エネルギー･
CO2排出抑制への取り組み

生産　日本：CO2排出原単位1999年度比12.2％削減
　　　日本以外：CO2排出量原単位2008年度比4.0％削減

日本：CO2排出原単位1999年度比13.5％削減
日本以外：CO2排出原単位2008年度比16.4％削減 日本･日本以外：CO2排出原単位2011年度比2％削減 日本･日本以外：CO2排出原単位2011年度比4％削減

P.36

〜

P.38　　　日本：CO2排出量2006年度実績以下 CO2排出量2006年度比15.5%削減 日本：CO2排出量 2011年度実績以下 日本：CO2排出量 2011年度実績以下

物流　日本：エネルギー消費原単位2006年度比10%削減 エネルギー消費原単位2006年度比10.7%削減 日本：CO2排出原単位2011年度比2％削減 日本：CO2排出原単位2011年度比4％削減

資源の有効活用への
取り組み

開発･設計 生産
　　　日本：加工方法の変更などにより素材のムダ削減 対象部品で素材のムダを削減 開発･設計 生産

　　　日本：加工方法の変更などにより素材のムダ削減
開発･設計 生産
　　　日本：加工方法の変更などにより素材のムダ削減

P.39

〜

P.41

生産　日本：ゼロエミッションの維持（埋め立て処分率0.05%以下） ゼロエミッションを維持（埋め立て処分率0.012%） 日本：ゼロエミッションの維持（埋め立て処分率0.01%以下） 日本：ゼロエミッションの維持（埋め立て処分率0.01%以下）

　　　日本：リサイクル率99.5%以上
　　　日本以外：リサイクル率92%以上

日本：リサイクル率99.7%
日本以外：リサイクル率91.0%

日本：リサイクル率99.99%以上
日本以外：リサイクル率96.4%以上
日本・日本以外：水使用量原単位を2011年度比2%削減

日本：リサイクル率99.99%以上
日本以外：リサイクル率99%以上
日本・日本以外：水使用量原単位を2011年度比4%削減

物流　日本：梱包資材の排出量原単位2007年度比5%削減 梱包資材の排出量原単位2007年度比8.3%削減 日本：梱包資材の排出量原単位2007年度比6%削減 日本：梱包資材の排出量原単位2007年度比8%削減

環境負荷物質の
適正な管理

調達　日本：● 重点サプライヤーの現地監査実施
　　　　      ● NSK環境負荷物質調査を実施
　　　日本以外：● 重点サプライヤーへの説明会を開催
　　　　　　      ● 重点サプライヤーで環境負荷物質の含有調査を実施

日本：● 重点サプライヤーの現地監査を実施
　  　● NSK環境負荷物質調査を実施
日本以外：● 重点サプライヤーへの説明会を開催（アセアン、欧州、韓国）
　　      　● 重点サプライヤーで環境負荷物質の含有調査を実施（アセアン、中国、韓国）

日本：● 重点サプライヤーの現地監査実施
　  　● NSK環境負荷物質調査を実施
日本以外：● 重点サプライヤーの現地監査実施
　　      　● 重点サプライヤーで環境負荷物質調査を実施

調達　日本：● 重点サプライヤーの現地監査実施
　　　　      ● NSK環境負荷物質調査を実施
　　　日本以外：● 重点サプライヤーへの説明会を開催
　　　　　　      ● 重点サプライヤーで環境負荷物質の含有調査を実施 P.42

〜

P.44生産　日本：PRTR法対象物質の取扱量原単位を2010年度比5%削減 PRTR法対象物質の取扱量原単位が2010年度比3.2%増加 日本：PRTR法対象物質の取扱量原単位を2011年度比4%削減 日本：PRTR法対象物質の取扱量原単位を2011年度比6%削減

　　　日本・日本以外：�塩素系添加剤を含有する加工油剤の使用を
全廃

日本：4品目の油剤の廃止が未完
日本以外：1品目を代替し2品目の油剤の廃止が未完 日本・日本以外：塩素系添加剤を含有する加工油剤の使用削減

生物多様性の保全に向けた取り組み 生産　日本：NSK自社工場の現状調査を実施 NSK自社工場と一部のグループ会社で現状調査を実施 日本：グループ会社で現状調査を実施する 生物多様性の保全に向けた取り組み実施 P.45

2012年度の実績と2013年度および中期経営計画（2015年度）の目標
CSRマネジメント

NSK CSRレポート20136



項 目 2012年度目標 2012年度実績 評 価 2013年度目標 2015年度目標 掲載ページ

持続的な成長を支える経営の仕組み
コーポレートガバナンス NSKグループ規程類見直し・浸透の促進 計画に沿って見直しを実施。浸透が今後の課題 NSKグループ規程の充実・浸透の促進 コーポレートガバナンスの強化（経営の透明性と健全性の向上）

P.14

〜

P.17

コンプライアンス

コンプライアンスなどの全従業員向けの研修実施（継続） 日本145回 約4,500人、日本以外39回 約900人に教育実施
役員、従業員を対象にしたe-ラーニングを実施 コンプライアンスについての階層別研修の実施（継続） 日本･日本以外：コンプライアンス研修の対象拡大と内容の充実

CSR調達　�米州、アセアン：サプライヤーに「NSKサプライヤーCSR
ガイドライン」を配布

配布を中止し、紛争鉱物情報開示規制等を反映するための
ガイドライン改定を検討 紛争鉱物情報開示規制等を反映しガイドラインを改定 「NSKサプライヤーCSRガイドライン」の周知（継続）

　　　　   日本：CSR自己診断結果をサプライヤーにフィードバック
　　　　   　　  一部サプライヤーと紛争鉱物調査を実施（追加）

調達方針説明会で診断結果をフィードバック
約80社のサプライヤーと紛争鉱物調査を実施

日本：「取組度診断シート」による調査を実施
　　  紛争鉱物調査（サプライチェーン調査、顧客回答）に対応

「NSKサプライヤーCSRガイドライン」「取組度診断シート」を
用いた活動のレベルアップ
紛争鉱物調査（サプライチェーン調査、顧客回答）の定着化

安全保障輸出　役務提供に対する審査体制を強化 設備に関連する役務提供審査を強化 設備の移動に関する管理及び設備に関連する役務提供審査体制の改善 ITシステムを活用した取引審査体制の導入

リスクマネジメント

日本以外の地域での内部監査体制の充実および地域における内部
監査計画の立案・実施

欧州、アセアンに地域内部監査室を設置し、リスク評価に基づいて
財務分野の内部監査を実施
全ての地域においてコンプライアンスの自己点検評価を実施

米州、中国に内部監査室を設置
米州、欧州、中国、アセアンにて、地域のリスク評価に基づき、財務及び
コンプライアンス分野の内部監査を実施

各地域の内部監査室にて、経営監査部と連係して、地域のリスク評価と
モニタリング、財務及びコンプライアンス分野の内部監査を実施

財務報告に係る内部統制評価の標準化、効率化
評価分野毎の評価手順書を作成
J-SOXイントラネットを構築し、運用を開始
米州、欧州にて統制の標準化を実施

日本、北米、欧州における基幹業務システム変更への対応
内部監査及び内部統制評価業務に係るグループ業務基準の整備

リスク評価手法や内部監査業務（財務報告に係る内部統制の評価を
含む）のグローバルな標準化を実施

生産　日本：地震によるダクト等の落下防止対策と棚等の転倒防止
　　　対策の推進

棚等の転倒防止対策を完了
ダクト等の落下防止対策を約80%完了 BCPの深堀り、事前対策課題の推進 日本･日本以外：リスク対策の推進

日本以外：危機管理体制の整備、BCPの検討

調達　サプライチェーンのリスク対策
　　　サプライヤーの震災リスクを把握し、BCPに反映

調査を実施し、代替困難部材を明確化
代替品開発、代替サプライヤー検討を実施

代替困難部材の代替品開発推進
2次以降のサプライヤーチェーン調査推進とサプライヤーBCP対策のフォロー

サプライチェーンの災害対応体制整備
グローバルでのサプライチェーンデータの可視化

社会から信頼される品質づくり
品質向上を
実現するための取り組み 日本以外で特殊工程の監査員の認定を実施（継続） 日本以外の地区で特殊工程の監査員の認定を実施

日本で監査員研修会を開催 熱処理工程の自主監査システムのグローバル展開 熱処理以外の特殊工程の自主監査システムの運用開始
P.18

〜

P.21お客様満足を
高めるための取り組み

ユーザ向けの教育ツールの充実（継続） 軸受の形式･構造説明用の展示キットを制作 技術サポート担当従業員の教育推進 技術サポート担当従業員向け教育の充実

「営業品質教育」のグローバル展開（新規） アメリカ、中国、アセアン地区で教育を開始 「営業品質教育」の実施地域の拡大 営業力強化をめざした教育の定着

活力ある職場づくり
労働における基本的権利の尊重 人権研修の拡充 e-ラーニングによる人権研修を実施（継続） e-ラーニングによる人権研修を実施（継続） 人権研修の充実

P.22

〜

P.27
安全で健康的な職場づくり リスクアセスメントの対象モデルラインを拡大 日本：全てのモデルラインに拡大を完了 日本：リスクアセスメントの対象ラインをモデルライン以外に拡大 安全・衛生の取り組みをグローバルに強化

成長に資する機会と場の提供 「NSKグローバル経営大学」を開催（継続） 第2回「NSKグローバル経営大学」を開催 「NSKグローバル経営大学」を開催（継続） 地域マネジメント人材、グローバル人材の育成強化

地域社会との共生

地域の発展に向けた
社会貢献活動

社会貢献の重点分野の啓発活動の実施（継続） 研修会等を通じて啓発活動を実施 社会貢献の重点分野の啓発活動の実施（継続） 社会貢献の重点分野の啓発活動の実施（継続） P.28

〜

P.31各事業所の取り組みを共有化（継続） 日本語および英語で社会貢献事例集を作成し全事業所に配布 各事業所の取り組みを共有化（継続） 各事業所の取り組みを共有化（継続）

株主・投資家とのかかわり

適時･適切な情報開示 個人投資家向け説明会の開催 個人投資家向け説明会を開催 第4次中期経営計画の投資家・アナリストによる理解促進
個人投資家向けIR活動の強化

中期経営計画の進捗・達成度についての理解構築
株主構成の進化の促進 P.46

環境自主行動計画

環境保全活動を
推進する仕組み

全対象事業所でISO14001の認証を維持
事業所本格稼動開始から3年以内に認証取得（3事業所）

全対象事業所で認証を維持（58事業所）
1事業所が認証取得

全対象事業所でISO14001の認証を維持
事業所本格稼動開始から3年以内に認証取得（2事業所）

全対象事業所でISO14001の認証を維持
本格稼動開始から3年以内の事業所でISO14001の認証取得 P.32

〜

P.33排出基準超過“ゼロ“ 下水排水基準の超過が2件発生（日本1件、タイ1件） 排出基準超過“ゼロ” 排出基準超過“ゼロ”

油等流出環境事故“ゼロ” 油等流出環境事故“ゼロ” 油等流出環境事故“ゼロ” 油等流出環境事故“ゼロ”

環境にやさしい製品・
サービスの提供

環境貢献型製品・技術を創出 16製品を開発 環境貢献型製品・技術を創出 環境貢献型製品・技術を創出 P.34

〜

P.35CO2排出削減貢献量を算出 電動パワーステアリング（EPS）と射出成形機用ボールねじで算出 CO2排出削減貢献量の算出 CO2排出削減貢献量の算出

省エネルギー･
CO2排出抑制への取り組み

生産　日本：CO2排出原単位1999年度比12.2％削減
　　　日本以外：CO2排出量原単位2008年度比4.0％削減

日本：CO2排出原単位1999年度比13.5％削減
日本以外：CO2排出原単位2008年度比16.4％削減 日本･日本以外：CO2排出原単位2011年度比2％削減 日本･日本以外：CO2排出原単位2011年度比4％削減

P.36

〜

P.38　　　日本：CO2排出量2006年度実績以下 CO2排出量2006年度比15.5%削減 日本：CO2排出量 2011年度実績以下 日本：CO2排出量 2011年度実績以下

物流　日本：エネルギー消費原単位2006年度比10%削減 エネルギー消費原単位2006年度比10.7%削減 日本：CO2排出原単位2011年度比2％削減 日本：CO2排出原単位2011年度比4％削減

資源の有効活用への
取り組み

開発･設計 生産
　　　日本：加工方法の変更などにより素材のムダ削減 対象部品で素材のムダを削減 開発･設計 生産

　　　日本：加工方法の変更などにより素材のムダ削減
開発･設計 生産
　　　日本：加工方法の変更などにより素材のムダ削減

P.39

〜

P.41

生産　日本：ゼロエミッションの維持（埋め立て処分率0.05%以下） ゼロエミッションを維持（埋め立て処分率0.012%） 日本：ゼロエミッションの維持（埋め立て処分率0.01%以下） 日本：ゼロエミッションの維持（埋め立て処分率0.01%以下）

　　　日本：リサイクル率99.5%以上
　　　日本以外：リサイクル率92%以上

日本：リサイクル率99.7%
日本以外：リサイクル率91.0%

日本：リサイクル率99.99%以上
日本以外：リサイクル率96.4%以上
日本・日本以外：水使用量原単位を2011年度比2%削減

日本：リサイクル率99.99%以上
日本以外：リサイクル率99%以上
日本・日本以外：水使用量原単位を2011年度比4%削減

物流　日本：梱包資材の排出量原単位2007年度比5%削減 梱包資材の排出量原単位2007年度比8.3%削減 日本：梱包資材の排出量原単位2007年度比6%削減 日本：梱包資材の排出量原単位2007年度比8%削減

環境負荷物質の
適正な管理

調達　日本：● 重点サプライヤーの現地監査実施
　　　　      ● NSK環境負荷物質調査を実施
　　　日本以外：● 重点サプライヤーへの説明会を開催
　　　　　　      ● 重点サプライヤーで環境負荷物質の含有調査を実施

日本：● 重点サプライヤーの現地監査を実施
　  　● NSK環境負荷物質調査を実施
日本以外：● 重点サプライヤーへの説明会を開催（アセアン、欧州、韓国）
　　      　● 重点サプライヤーで環境負荷物質の含有調査を実施（アセアン、中国、韓国）

日本：● 重点サプライヤーの現地監査実施
　  　● NSK環境負荷物質調査を実施
日本以外：● 重点サプライヤーの現地監査実施
　　      　● 重点サプライヤーで環境負荷物質調査を実施

調達　日本：● 重点サプライヤーの現地監査実施
　　　　      ● NSK環境負荷物質調査を実施
　　　日本以外：● 重点サプライヤーへの説明会を開催
　　　　　　      ● 重点サプライヤーで環境負荷物質の含有調査を実施 P.42

〜

P.44生産　日本：PRTR法対象物質の取扱量原単位を2010年度比5%削減 PRTR法対象物質の取扱量原単位が2010年度比3.2%増加 日本：PRTR法対象物質の取扱量原単位を2011年度比4%削減 日本：PRTR法対象物質の取扱量原単位を2011年度比6%削減

　　　日本・日本以外：�塩素系添加剤を含有する加工油剤の使用を
全廃

日本：4品目の油剤の廃止が未完
日本以外：1品目を代替し2品目の油剤の廃止が未完 日本・日本以外：塩素系添加剤を含有する加工油剤の使用削減

生物多様性の保全に向けた取り組み 生産　日本：NSK自社工場の現状調査を実施 NSK自社工場と一部のグループ会社で現状調査を実施 日本：グループ会社で現状調査を実施する 生物多様性の保全に向けた取り組み実施 P.45

 達成　　　   一部達成　   未達成2012年度の実績と2013年度および中期経営計画（2015年度）の目標
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S p e c i a l  F e a t u r e

運動しながら接している物質の表面

（摺動面）で起こる、摩擦・摩耗を制

御する技術です。機械の回転運動や

往復運動をサポートする軸受の要と

なる技術であり、この原理は古代メ

ソポタミアの「巨石の下に丸太を敷

いて軽い労力で運ぶ方法」に由来し

ています。

過酷な使用環境にさらされる軸受の

機能と耐久性を高める上で、材料は重

要な鍵となります。より高い耐久性と

信頼性を備えた製品の開発に向け、

さまざまな性能評価・分析評価を駆使

して、材料組成や熱処理条件を最適

化した新しい材料・熱処理の開発や、

セラミックや高分子などの新素材を

活用する技術の開発を行っています。

コンピュータ・シミュレーションによ

り、軸受の性能をバーチャルに試

験、評価します。高度な解析技術を

駆使することによって、実機での試

験が難しい極限状況での性能評価

が可能となり、軸受の最適設計や製

品開発のスピードアップを実現し

ます。

NSKは製品開発と生産現場で培って

きたメカニカル分野での技術を

ベースに、エレクトロニクスを融合さ

せた独自のメカトロ技術を磨いてき

ました。モータ、制御、センサ技術な

ど幅広い分野においてN S Kの

“MOTION&CONTROL”を体現する新

商品を創出する技術です。

白色組織 TEM像

20μm 0.5μm

白色組織

クラック

of
N S K の 4 コ ア テ ク ノ ロ ジ ー

トライボロジー

材料技術

解析技術

メカトロ技術

新興国での現地生産
体制構築や技術
指導を推進し、
現地社会ととも
に成長します。

持続可能な社会とNSK

わたしたちNSKは、

技術の力で、

持続可能な社会の

実現に貢献します。

わたしたちの地球は、一部の国だけのものでも、今、生きている人々だけのものでもありません。
世界中のすべての国と地域の人々が豊かで安全で快適に、自由に生活できること。また、限りある資源や
自然の恵みを、未来へつないでいくことを両立できるのが、持続可能な社会です。
NSKグループは、MOTION＆CONTROLを通じ、円滑で安全な社会に貢献し、地球環境の保全に貢献することを
企業活動の基本とし、“技術の可能性を追求”し続けることで、持続可能な社会の実現に貢献します。

NSKの製品は、4つのコアテクノロジー（トライボロジー、
材料技術、解析技術、メカトロ技術）により創出しています。
NSKは、この技術を駆使し、社会の課題解決やお客様の
ニーズに応えることを最優先とした製品開発をしています。 世界で信頼される

品質の製品を
つくるために

次世代を見据
えた新技術を確
立し、持続可能
な自動車社会
に貢献します。

未来を見据えた
技術開発の
ために

新分野の技術開発
を通じて、多くの
人々が自由に、快
適に暮らせる社
会に貢献します。

誰もが便利で快適な
暮らしを実現する
ために

P.13

P.10

P.12

人々の豊かで安全で快適な暮らしは、全世界共通の願い。
経済面でも情報面でも先進国と新興国の格差は縮まり、
世界がフラット化してきています。新興国では、現地の
ニーズに応えたさまざまな製品を開発し、現地で生産し、
地域の暮らしを豊かにする動きが活発化しています。
多くの国の人々の暮らしが、より便利で快適になる社会
には、ものづくりのグローバル化が求められています。

あらゆる国や地域が豊かになる社会

近年、すべての人々が不自由なく生活できる条件を整え
るべきという考え方が普及し、誰もが安心して快適に暮
らせる「ユニバーサル社会」の実現が求められています。
一人ひとりのさまざまな特性、多様性を互いに認め合
い、皆で暮らしやすい社会に必要なことを考え、つくりあ
げていくことが重要です。

すべての人々が快適に暮らせる社会

持続可能な社会の実現には、資源の有効活用が不可欠
です。例えば、世界の自動車台数が増える一方で、どのよ
うに地球環境の保全と安全で快適な社会を両立していく
か。この課題解決に向け注目されるのが、電気自動車を
はじめとした次世代のエコカーです。自動車が増えても
問題のない理想的な社会づくりに向け、今後の技術発展
と普及が大きな影響を与えるといわれています。

人と地球が共存できる社会

1

2

3

人口千人あたりの自動車保有台数

出所：国土交通省およびWHOデータを参考にNSKで作成

出所：エネルギー白書2013および気象庁データを参考にNSKで作成

※ 年平均気温の数値は、統計を開始した1891年と比べた差になります。
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S p e c i a l  F e a t u r e

運動しながら接している物質の表面

（摺動面）で起こる、摩擦・摩耗を制

御する技術です。機械の回転運動や

往復運動をサポートする軸受の要と

なる技術であり、この原理は古代メ

ソポタミアの「巨石の下に丸太を敷

いて軽い労力で運ぶ方法」に由来し

ています。

過酷な使用環境にさらされる軸受の

機能と耐久性を高める上で、材料は重

要な鍵となります。より高い耐久性と

信頼性を備えた製品の開発に向け、

さまざまな性能評価・分析評価を駆使

して、材料組成や熱処理条件を最適

化した新しい材料・熱処理の開発や、

セラミックや高分子などの新素材を

活用する技術の開発を行っています。

コンピュータ・シミュレーションによ

り、軸受の性能をバーチャルに試

験、評価します。高度な解析技術を

駆使することによって、実機での試

験が難しい極限状況での性能評価

が可能となり、軸受の最適設計や製

品開発のスピードアップを実現し

ます。

NSKは製品開発と生産現場で培って

きたメカニカル分野での技術を

ベースに、エレクトロニクスを融合さ

せた独自のメカトロ技術を磨いてき

ました。モータ、制御、センサ技術な

ど幅広い分野においてN S Kの

“MOTION&CONTROL”を体現する新

商品を創出する技術です。

白色組織 TEM像

20μm 0.5μm

白色組織

クラック

of
N S K の 4 コ ア テ ク ノ ロ ジ ー

トライボロジー

材料技術

解析技術

メカトロ技術

新興国での現地生産
体制構築や技術
指導を推進し、
現地社会ととも
に成長します。

持続可能な社会とNSK

わたしたちNSKは、

技術の力で、

持続可能な社会の

実現に貢献します。

わたしたちの地球は、一部の国だけのものでも、今、生きている人々だけのものでもありません。
世界中のすべての国と地域の人々が豊かで安全で快適に、自由に生活できること。また、限りある資源や
自然の恵みを、未来へつないでいくことを両立できるのが、持続可能な社会です。
NSKグループは、MOTION＆CONTROLを通じ、円滑で安全な社会に貢献し、地球環境の保全に貢献することを
企業活動の基本とし、“技術の可能性を追求”し続けることで、持続可能な社会の実現に貢献します。

NSKの製品は、4つのコアテクノロジー（トライボロジー、
材料技術、解析技術、メカトロ技術）により創出しています。
NSKは、この技術を駆使し、社会の課題解決やお客様の
ニーズに応えることを最優先とした製品開発をしています。 世界で信頼される

品質の製品を
つくるために

次世代を見据
えた新技術を確
立し、持続可能
な自動車社会
に貢献します。

未来を見据えた
技術開発の
ために

新分野の技術開発
を通じて、多くの
人々が自由に、快
適に暮らせる社
会に貢献します。

誰もが便利で快適な
暮らしを実現する
ために

P.13

P.10

P.12

人々の豊かで安全で快適な暮らしは、全世界共通の願い。
経済面でも情報面でも先進国と新興国の格差は縮まり、
世界がフラット化してきています。新興国では、現地の
ニーズに応えたさまざまな製品を開発し、現地で生産し、
地域の暮らしを豊かにする動きが活発化しています。
多くの国の人々の暮らしが、より便利で快適になる社会
には、ものづくりのグローバル化が求められています。

あらゆる国や地域が豊かになる社会

近年、すべての人々が不自由なく生活できる条件を整え
るべきという考え方が普及し、誰もが安心して快適に暮
らせる「ユニバーサル社会」の実現が求められています。
一人ひとりのさまざまな特性、多様性を互いに認め合
い、皆で暮らしやすい社会に必要なことを考え、つくりあ
げていくことが重要です。

すべての人々が快適に暮らせる社会

持続可能な社会の実現には、資源の有効活用が不可欠
です。例えば、世界の自動車台数が増える一方で、どのよ
うに地球環境の保全と安全で快適な社会を両立していく
か。この課題解決に向け注目されるのが、電気自動車を
はじめとした次世代のエコカーです。自動車が増えても
問題のない理想的な社会づくりに向け、今後の技術発展
と普及が大きな影響を与えるといわれています。

人と地球が共存できる社会

1

2

3

人口千人あたりの自動車保有台数

出所：国土交通省およびWHOデータを参考にNSKで作成

出所：エネルギー白書2013および気象庁データを参考にNSKで作成

※ 年平均気温の数値は、統計を開始した1891年と比べた差になります。
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自動車軸受技術センター
ドライブトレイン軸受技術部
グループマネジャー

肥塚 重樹

グローバル展開とともに、
コミュニケーションを通じて提供する価値
NSKでは、事業をグローバルに展開していくだけでなく、地域のお客様やサプライヤーとの協力関係を強
化し、NSKの技術や品質管理などを理解してもらうように努めています。

お客様に向けて

サプライヤーに向けて

や製品展示などを行っています。

「普段は展示会に行くことができない現場ス

タッフも見学できることが良い」など、お客様から

好評を得ています。このような取り組みを通じて、

お客様とNSKが相互に理解を深めることで、信頼

関係の構築をめざしています。

NSK製品の品質は、材料の品質のみならず、

部品の生産工程での品質管理によっても左右さ

れます。現地調達・現地生産を実現するため、

NSKでは仕様を伝えるだけでなく、NSKの技術や

品質管理がなぜ必要かを理解してもらいます。

さらに、品質の評価や監査を実施することで、現

地サプライヤーの成長にも貢献できると考えて

取り組んでいます。

NSKの主要製品である軸受は、組み込む機械

を設計する際に最適な形式やサイズのものを選

定し、さらに機械を使用する時に、適切なメンテ

ナンスを行うことで所定の性能を発揮することが

できます。また、寿命に達した軸受を交換する際

にも注意して取り扱う必要があります。そのた

め、NSKではお客様の機械設計に携わる技術者

や設備管理、メンテナンスにかかわる技術者を

対象に、世界中で講座や実習を開催し、技術指導

を行っています。

例えば、広大な国土を持つ

ブラジルや中国の技術セン

ターでは、キャラバンカーを

活用しお客様の技術サポート

NSKの“ものづくり”を
理解してもらう あらゆる産業で、世の中を

動かしている基本の
一つでありたい

世界で信頼される品質の
製品をつくるために

1

開発者の想い

世界各地で生産するためには、現

地でサプライヤーとの連係が必要と

なります。サプライヤーの考えを尊重

しながら、NSKが材料や部品の求め

るスペックだけでなく、「なぜ、そのス

ペックが必要なのか」、また、「どのよ

うなものを作りたいのか」といったわ

たしたちの想いをしっかりと伝え、理

解してもらうことが大切です。日本と

文化的な背景が違うため、NSKの現

場でも、スタッフを育成していくのが

大変です。日本での実習や技術指導

などのさまざまな交流を通じて、日本

的なものづくりに対する姿勢を理解

してもらうと同時に、わたしたちが積

み上げてきた知識や経験を共有し、

現地との技術の垣根を取り払ってい

きたいと思っています。

世の中には表に出ていなくても重

要なものがたくさんあります。NSKの

事業もそうで、目立つことはなくても

あらゆる産業で重要な役割を担って

います。ベアリングは、いろいろなモ

ノの摩擦を減らし、効率を良くするた

めに誕生したのだと思います。だから

こそ、さらに技術開発をすすめ、世界

中の産業をより効率良く回すことに、

貢献していきたいと考えています。

世界全体が豊かになるには、世界各地の産業が自律的な

発展を遂げられるようにならなくてはなりません。そのため

に、生産だけでなく、バリューチェーン全体を現地化してい

くことが求められています。コミュニケーションを深めなが

ら、技術やものづくりの姿勢を伝えていくことで、地域の一

員として発展に貢献することが期待されています。

新興国向け円すいころ軸受社 会 的 課 題 と ニ ー ズ

現地の材料、現地の部品を用いて、現地で生産できる
円すいころ軸受を開発しました。鋼材や部品の品質は
軸受の寿命を左右します。NSKでは、サプライヤーとも
のづくりへの想いを共有し、NSKが培ってきた技術や品
質管理のしくみを理解してもらい、現地で最適なものづ
くりを行うことで、世界に通用する高品質の製品をつく
りあげました。 50

80

60

70

（%）

2009/3 2010/3 2011/3

原材料・部品の現地調達比率

（年/月期）2013/32012/3

中国でのキャラバンカーを
活用した取り組み

多くの方々に製品を紹介
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技術開発本部
未来技術開発センター
開発第一部 主務

飛田 和輝

技術開発本部
未来技術開発センター
開発第二部 主務

松田 靖之

NSKが持っている技術を応用し、

将来、今までなかった何かを実現する

ことはできないか、そんなテーマから

階段などを認識し、自律的に動くロ

ボットの開発をスタートさせました。

開発を進めながら、このロボットが社

会の問題解決に何ができるのか考え

ていく中で、ヒューマンアシストにた

どり着きました。ゼロからのスタート

だったため、各方面から情報を収集

し、機械も自分たちで設計し、ソフトウ

エアも一つひとつ開発してきまし

た。もちろん、ベアリングもたくさ

ん使っています。

苦労することも多いのですが、

展示会で視覚障がいを持った方

から「頑張って、ぜひ実用化してほ

しい」などといった期待や応援の声

をいただくことが、自身のモチベー

ションにつながっています。

ある時、視覚障がいのある

お子さんがロボットを試して

「すごい！」と率直な感想を言ってくれ

たときは、開発して良かったと思いま

した。

NSKが開催する子ども向け科学教

室でも、このロボットを紹介する機会

があります。目の前のロボットに、子ど

もたちは興味津々です。学校の勉強

が将来何の役に立つのか？科学教室

のようなイベントで技術に触れて、子

どもたちが科学の楽しさを実感するこ

とで、勉強する気になると思います。

科学技術のおもしろさや社会で役に

立つことの喜びを、ヒューマンアシス

トロボットを通じて、子どもたちにも

伝えていけたら良いと思っています。

すべての人々が、安全で快適に、自由

に生活できる社会づくりに貢献するた

め、NSKでは、2004年より人々の生活

を支援するヒューマンアシストロボット

の研究開発を進めています。メカトロ

技術を活かして、将来的には、人々の

自由な移動をサポートできる自律移動

ロボットを通じて、社会に貢献したいと

考えています。

障害物回避先導ロボット

社 会 的 課 題 と ニ ー ズ 開発者の想い

社会の期待を
形にしていく

科学の魅力を知ることが
未来の可能性を拓く

このロボットは、人が進みたい方
向にある障害物をセンサで認識
し、回避しながら先導するこ
とで、視覚に障がいのある
方でも安心して歩けるように
サポートします。安全性の
確立やロボットの軽量化
に向けて開発を進めて
います。今後は、
ヒューマンアシ
ストロボットと
して、病院内な
どの屋内施設で
実用化すること
をめざしてい
ます。

誰もが便利で快適な
暮らしを実現するために

2
未来を見据えた

技術開発のために

3

他社とは一線を画す
ユニークな設計

未来を見据えた
技術開発を

開発者の想い

NSKの得意分野である制御と機械

の技術を、将来成長が見込まれる分

野で活かしていくことを模索するな

か、このホイールハブモータが誕生

しました。

“今までになかったユニークな設

計”をコンセプトに、まったくの手探り

の状態から開発を始めました。参考

にできる前例がなく、新しい技術や

試作品を評価する基準もないので、

過去の経験にとらわれることなく、怖

いもの知らずで、自由に開発を進め

てきました。まだ多くの課題がありま

すが、一つひとつ乗り越えていくおも

しろさがあります。

ホイールハブモータの使われる電

気自動車が、将来、都市部で普及する

ことで、新しい自動車社会が生まれる

可能性があると思っています。例え

ば、街中を自転車感覚で乗れる小型

の電気自動車を、カーシェアリングな

どで気軽に使えるようになれば、渋滞

の緩和に役立つだろうし、CO2を

出さないので、たくさんの自動

車が走っても、温暖化防止にも

役立つでしょう。10年、15年先の未来

に、環境にやさしい小さな電気自動車

がスイスイ走り回っている―。そん

な様子を思い浮かべながら、将来必

要とされる技術を開発しています。

将来、暮らしがますます便利になっても、安全で、温暖化や資源の

枯渇などの環境問題を起こすことのない社会をつくりあげていく

ことが課題です。こうしたなか、快適に移動でき、走行時にCO2を

排出しない電気自動車の開発に注目が集まっています。本格的

な普及に向けて、インフラの整備や新たな動力装置の開発など、

クリアすべき課題が多く存在しています。ホイールハブモータは、

未来の自動車に貢献する技術の一つだと考えられています。

ホイールハブモータ社 会 的 課 題 と ニ ー ズ

自動車の前後左右のタイヤ部分に
モータを装備し、駆動力や制動力をそ

れぞれ制御することで、今まで不可能だっ
た運動性能や高い安全性などを実現することが
できます。NSKが開発を進める「ホイールハブ

モータ」は、2つのモータと変速機構を内蔵し、小型･
軽量でありながら高性能を実現する独自のものです。
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経営監査部

取締役会

報告 報告 報告 答申

諮問

指示

指示

意思決定補助機関

経営会議

情報の共有化

執行役会

情報開示委員会

危機管理委員会

コンプライアンス委員会

コンプライアンス本部

代表執行役（社長）

報酬委員会

指名委員会

監査委員会

経営の透明性と健全性を高め、
持続的な成長を実現します

NSKの方針

NSKグループは、社会からの期待に応え、企業としても持

続的に成長していくために、コーポレートガバナンスの体

制を確立し、「透明性・健全性の高い経営」を行っています。

NSKはコーポレートガバナンスを、「取締役会による監督

の下、業務執行機関が効率的で公正な経営を実現できる

仕組み」と考え、以下の指針に基づき、コーポレートガバナ

ンスの強化に取り組んでいます。

❶ �取締役会から業務執行機関への権限委譲により、経営
の効率性および機動性を向上させること

❷ �監督機関と業務執行機関とを分離することにより、監督
機関の業務執行機関に対する監督機能を確保すること

❸ �監督機関と業務執行機関とが連携することにより、監督
機関の業務執行機関に対する監督機能を強化すること

❹ �コンプライアンス体制を強化することにより、経営の公
正性を向上させること

NSKは、より一層コーポレートガバナンスの強化を図る

ために委員会設置会社の形態をとっており、次のような執

行と監督の役割を明確にした体制によって、経営の透明

性、健全性を高めています。（▶図1）
◦�業務執行機関：取締役会にて選任された執行役が、取締

役会の定めるところに従い、代表執行役社長の指揮のも

とに業務を執行

◦�監督機関：取締役会が経営の基本方針等の重要な経営

事項を決定し、業務執行機関を監督する役割を担う。ま

た、その監督機能を強化することを目的として、社外取

締役が過半数を占める監査委員会、報酬委員会および

指名委員会を設置する

図1  コーポレートガバナンス体制

コーポレートガバナンス体制

意識する主な
ステークホルダー

持続可能な社会を実現するため、国際社会が協調し、環境問題など、さまざまな課題を克服していくことが求められてい
ます。企業活動がグローバルに拡大する中、企業にはそれぞれの国や地域の課題に真摯に向き合い、文化・慣習を尊重
した上で、誠実な事業活動を通じて製品やサービスを提供し、社会に貢献していくことが期待されています。

持続的な成長を支える経営の仕組み

コーポレート
ガバナンス

お客様 従業員

株主・
投資家

サプラ
イヤー

地域社会

次世代

ガバナンス
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コンゴ民主共和国とその周辺国で人権侵害などを行う

武装勢力や反政府組織の資金源を遮断するため、アメリカ

では、この地域を原産とするスズ、タンタル、タングステン、

金の4種類の鉱物（紛争鉱物）の使用状況を毎年調査し、情

報公開などを義務付ける規制が制定され、2013年1月より

運用が開始されました。

NSKは規制の対象となるアメリカ市場に上場する企業で

はありませんが、紛争鉱物の使用回避を方針とし、サプラ

イヤーと協力し対応を進めています。2012年度に約80社

のサプライヤーと実施した予備調査では、紛争鉱物の使用

は見つかりませんでした。2013年度は、より多くのサプライ

ヤーと調査を進めていきます。

NSKグループでは、「外国為替及び外国貿易法」に基づき、

兵器の開発、製造、使用に関連する製品の輸出や技術の流

出を未然に防止できるよう管理体制を強化しています。

2012年度は、日本から製造子会社に輸出した規制に該当

する高性能工作機械の移設や保守点検、修理、技術指導に関

する実態調査を行い、発見された課題について、審査体制の

強化に取り組みました。

NSKグループでは、役員･従業員が遵守すべき普遍的な

考え方を「NSK企業倫理規則」に定め、さまざまな企業活動

において関係法令を守り、企業市民の一員として高い倫理

観を持って行動することを通じて、国際社会や地域社会か

ら信頼される企業として、発展し続けることをめざしていま

す。（▶図3）

コンプライアンスをグループ全体で徹底するために、「NSK

企業倫理規則」を詳しく解説したコンプライアンスガイドブッ

クを作成し、日本のNSKグループのすべての役員・従業員に配

布しました。また、役員・従業員一人ひとりがガイドブックを理

解し、法令および社内規程の遵守を

宣言した誓約書を提出しました。2013

年7月には、このガイドブックを使用し

たe-ラーニング等を行いました。

役員・従業員一人ひとりのコンプ

ライアンスに対する更なる意識の

向上を図るため、今後も教育・研修

を継続して実施します。

NSKグループでは、「売上高1兆円を支える企業基盤の確

立」を中期経営計画のビジョンに掲げ、「収益重視の成長」と

「1兆円の物量を回す管理能力の構築」をめざし、「安全・品

質・コンプライアンス」を基礎に、経営の透明性と健全性を

高め、NSKグループの持続的な成長を支えていくことをめ

ざします。

NSKグループの全従業員の意識を高めコンプライアンス

を徹底していくため、ガイドブックの発行･配布や、研修の

拡充などを行いました。また、大規模な震災によるリスクを

軽減するため、工場の安全対策などを強力に進めました。

WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート

● コンプライアンスなどの研修の実績　● NSK企業倫理規則（全文）　　  
● 調達基本方針　● NSKサプライヤーCSRガイドライン　

中期目標（2013年度〜2015年度）

目標と実績

※�適用範囲：日本精工（株）およびその連結子会社、NSKワーナー（株）
　（ただし、独自に規則を制定している会社を除く）

コンプライアンスのための行動指針（項目）
図3  NSK企業倫理規則 （2002年2月制定  2013年4月改定）

写真1　�コンプライアンス
ガイドブック

基本的な考え方

コンプライアンス

2012
TOPICS 1 コンプライアンスガイドブックを

配布しました

2012
TOPICS 2 CSR調達

調達を通じた人権配慮に取り組みました

2012
TOPICS 3 安全保障輸出管理の取り組み

2012年度の活動概要

委員長：代表執行役社長
委 員：関係執行役13名

コンプライアンス
推進室

法務部

代表執行役（社長）

コンプライアンス委員会

安全保障
輸出管理室

コンプライアンス本部

各部門･各グループ会社お
よび各地域統括拠点にコン
プライアンス責任者を選任

グローバル・
コンプライアンス
会議

NSK
日本

●管理部門
●生産部門

地域統括拠点
海外

●米州
●欧州
●中国

●アセアン
●インド
●韓国

NSKグループ会社

●販売部門
●技術部門

N
S
K
グ
ル
ー
プ
の
全
従
業
員

コンプライアンス
協議会

連
携

図2  コンプライアンス体制

1 競争法の遵守
2 輸出入関係法令の遵守
3 贈収賄行為の禁止

（接待、贈答などの取扱い）
4 公的機関との取引および

政治献金の取扱い
5 正確な記録および処理
6 インサイダー取引の禁止
7 知的財産権の取扱い

8 違法行為・反社会的行為の禁止
9 会社財産の保護

10 企業秘密・個人情報の取扱い
11 お客様との関わり
12 調達取引先との関わり
13 競合他社の信用毀損行為の禁止
14 差別の禁止と健全な職場環境の整備
15 労働における基本的権利の尊重
16 地球環境の保全

本レポートでは、P.14～17で経営の透明性と健全性を高めるための活動
を、P.18～46でNSKグループの持続的な成長をめざした取り組みの状況を
報告します。
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危機発生時の体制平時の体制
社長 初動対応 災害対応、事業継続・復旧活動

危機管理委員会 危機管理委員会

対策本部
設置判断

現地対策本部

本社危機対策本部委員長、副委員長、委員

委員長、副委員長、委員

本部長（社長）、副本部長、本部員

製品供給機能チーム

本社機能チーム

事務局

事務局
機能・事業統括部門

危機管理推進室

BCPチーム

A事業所 B事業所 C事業所

…

…
危機管理責任者

危機管理責任者従業員

事業本部人事総務

基本的な考え方

NSKグループでは、起こり得るリスクを、事業リスク、ハ

ザードリスク、コンプライアンスリスク、財務報告リスクに

分類･整理し、責任部署を定め、リスクの予防や発生した場

合の対策の統括を行っています。また、各事業所や各グ

ループ会社では、責任部署の統括の下、リスク低減に向け

た活動を推進しています。

リスクマネジメント体制

経営監査部は、定期的なリスク評価に基づく内部監査

計画の立案と実施、および、毎月全世界から寄せられるリ

スク報告によるモニタリングを通じてグループ全体のリ

スク管理体制の検証を行い、リスク低減に努めています。

また常設の危機管理委員会は、自然災害、感染症の流

行、重大事故などの管理体制を整備･強化することで、リ

スク発生の未然防止や発生時の損害を最小化する役割

を担う他、BCPの構築推進に取り組んでいます。

危機･災害などの発生時には、本社に危機対策本部、危

機･災害などの現場に現地対策本部を設置し、状況に応

じて関係する部署が連携し、迅速かつ的確に対処するこ

ととしています。

「1兆円を支える企業基盤の確立」に向けてグローバル

内部監査基盤の構築・強化を計るため、地域本部に内部監

査室を設置するとともに、2013年8月に経営モニタリング

室を経営監査部としました。（▶図1）
経営監査部は、2012年度に策定した中期経営計画の重

点課題の、①コンプライアンスの強化、②モニタリングの強

化、③監査の有効性のさらなる向上、④業務の効率化推進

に取り組んでいます。

災害リスクに対する事業継続対策について、NSKグ

ループは、従来から減災対策に注力してきましたが、東日

本大震災の経験を通じ、より具体的な事業継続計画

（BCP）の重要性を再認識し、その見直しを実施してきまし

た。2012年度には、本社におけるグループ統括機能と製

品供給機能の継続を目的とし、組織・要員体制、役割、手

順、情報管理、事前準備ツールなどについて、具体的な計

画作りに取り組みました。2013年度は、これらをベースに

各事業所やグループ会社への展開を図る予定です。

リスクマネジメント

2012
TOPICS 1 グローバル内部監査体制の強化

2012
TOPICS 2 事業継続計画の強化

米州における財務報告に係る内部統制の強化

NSKアメリカズ社 ガバナンス・コンプライアンス部（現 内部監査室）
メアリー  キーファー（左前）、
デーナ  モウラー（左後）、ジェフ  リックタイグ（右） 

　米州に内部統制のフレームワークを導入するため、2008年に、NSKアメリカズ社

にガバナンス・コンプライアンス部が設立されました。チームは、発足当初から本

社や監査法人と緊密に連携しながら改善活動を進めてきました。

　2012年度には、NSKステアリングシステムズアメリカ社に内部統制のフレーム

ワークを導入しました。詳細なリスク分析を実施し、発見された項目の改善を進め

た結果、初年度の監査は2件の軽微な指摘事項のみで完了することができました。

　2013年度には、米州のNSKグループのガバナンスを、より強固なものとするた

め、米州の取締役会が企業倫理とコンプライアンスに関する取り組みを監視し指

揮する「コンプライアンス倫理委員会」を設立します。

図4  災害リスクに対する危機管理体制

ガバナンス コーポレートガバナンス
持続的な成長を支える経営の仕組み
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当社並びに当社の元役員および元従業員は、2012年6月に、軸受

製品の取引に関する独占禁止法違反の容疑により、東京地方検察庁

から起訴され、2013年2月に、東京地方裁判所において、当社に対す

る罰金刑（3億8,000万円）、並びに、当社の元役員および元従業員に

対する懲役刑（執行猶予付き）の判決が言い渡されました。また、当

社は、2013年3月に、公正取引委員会から、独占禁止法に基づく排除

措置命令および課徴金納付命令（56億2,541万円）を受けました。さら

に、当社は、2013年9月に、当社および当社グループ会社が特定の顧

客に対して軸受製品を販売する取引の一部に関して、米国独占禁止

法に違反する行為を行ったとして、米国司法省との間で、6,820万ドル

の罰金を支払うこと等を内容とする司法取引に合意しました。

これら一連の件につきましては、株主の皆さまをはじめ、お客様

や関係者の皆様に多大なご心配をおかけすることになりましたこと

を深くお詫び申し上げます。

コンプライアンス体制の強化について

当社は、これらの事態を厳粛かつ真摯に受け止め、原因の究明を

行うとともに、コンプライアンス体制をより一層強化しています。

まず、コンプライアンス強化に向けた方針を策定し、コンプライア

ンス強化策の推進を図るとともに、その実施状況などを確認する組

織としてコンプライアンス委員会を設置しております。そして、コン

プライアンス委員会の決定に基づきNSKグループ全体のコンプライ

アンスに関する業務全般を担当する部署としてコンプライアンス

2011年度に設備や棚の転倒や位置ズレ防止対策を実施

し、さらに2012年度は、天井から空調ダクトや蛍光灯など

の落下を防ぎ、より安全な工場にするため、国内の全工場

で約10,000カ所以上の対策を行いました。また、危険個所

の避難経路マップへの記載や、夜間の災害発生を想定し

た訓練の実施、さらに緊急地震速報を工場全体に伝える

ためのスピーカーの増設など、従業員の安全確保を最優

先とした対策を進めました。

地震、台風等の自然災害や火災などにより、部品や原材

料を安定して調達できなくなり、製品の供給が途絶えてしま

うリスクを低減するため、2012年度は、日本でサプライ

チェーン情報の更新と、収集したサプライチェーンの情報

を共有するためのシステムの開発を進めました。また、日本

以外の工場では、サプライチェーンの調査を始めました。

2013年度は、グローバルなサプライチェーン情報を充実

させると同時に、日本以外の工場に、情報共有のためのシ

ステムを展開していきます。

推進室を設置しております。また、日本の各部門、各事業所、NSK

グループ会社および海外の統括拠点ごとにコンプライアンス責任

者を選任し、コンプライアンスに関連する情報の連絡やリスク管理

等を行っています。

コンプライアンス教育の実施

また、NSKグループの役職員のコンプライアンス意識をより一層

高めるため、日本および海外の事業所で、全役職員を対象として、コ

ンプライアンス、CSR、情報セキュリティ、内部統制などをテーマとし

た e - ラーニングや講義形式の研修等のコンプライアンス教育を強

化・推進しております。

2012年度は、より詳しい内容の講義形式のコンプライアンス研修

を、日本のすべての役職員に対して実施しました。また、営業部門に

関しては、営業の知識をまとめたハンドブックを日常的に見直し、毎

月1回コンプライアンスおよび担当業務に関して討議を行うなど、各

事業所において積極的にコンプライアンス教育に取り組んでいま

す。従業員には、会社のコンプライアンスを強化する上で、重要な役

割を果たすのは自分であるとの意識の高まりが見られました。

NSKグループは、新たなコ

ンプライアンス体制の下、全

社をあげて、法令遵守の徹底

および企業の社会的責任に

基づいた事業活動の推進に、

より一層努めてまいります。

表1  NSKグループの取り組み

コンプライアンス強化の取り組みについて

災害に強いNSKをめざして サプライチェーン全体のリスクの低減をめざして

 年月 内容

 2011年 
8月

役員･従業員に対して法令遵守の徹底と公正取引委員会の調査へ
の協力を呼びかける社長メッセージを発信
競争他社が出席する会合等への従業員の出席可否を事前に検討･
判断する社内制度の運用を開始

2012年 
1月 

独占禁止法（競争法） の遵守を含む、コンプライアンスをテーマに
したe-ラーニングを開始 

2月 独占禁止法（競争法） の遵守を含む、コンプライアンスをテーマに
した講義形式の研修を開始 

3月 経営層がコンプライアンス強化のための方針策定等を行う「コンプライ
アンス委員会」を発足（委員長 ： 代表執行役社長、委員 ： 関係執行役12名）

4月
「NSK企業倫理規則」の競争法の遵守に関する項目を改定
NSKグループ規程の中に、「競争法遵守規則」を制定
第一回 「コンプライアンス委員会」を開催（その後、5月、8月、11月に開催）

 5月 
NSK グループ規程の、「コンプライアンス規則」を改定 

「就業規則」を改定し、従業員の法令遵守の義務および違法行為に
対する処分等を明確化  

 年月 内容
2012年

7月
コンプライアンス強化に向けた施策の推進等を担う「コンプライア
ンス推進室」を法務部内に設置 

8月

役員･従業員に「独占禁止法（競争法）ガイドブック」を配布、役員・従
業員は競争法等の法令遵守についての誓約書を提出 
海外のコンプライアンス責任者を集め「グローバル･コンプライアン
ス会議」を開催し、コンプライアンス強化策等を協議

12月 日本のコンプライアンス責任者を集め「コンプライアンス協議会」を
開催、コンプライアンス強化策等を協議 

2013年 
2月 

米州・欧州コンプライアンス責任者とグローバルコンプライアンス
会議を開催

3月 日本の役員・従業員に「NSKコンプライアンスガイドブック」を配布

4月 中国コンプライアンス責任者とグローバル・コンプライアンス会議
を開催

5月 2013年度独占禁止法研修（営業部門向け）を開始

7月 2013年度コンプライアンスe-ラーニング（全従業員向け）を実施
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Total
Quality
No.1

製品品質　業務品質

人づくり

プロセス プロセス プロセス

品質をプロセスでつくりこむ

品質をプロセスで
つくりこむNPDS

（P.19）

NPDS 活動の推進

不良ゼロの安定生産をめざす
「NQ1活動」
（P.20）

NQ1活動の推進

トータル・
クオリティーを
支える人づくり

（P.20）

人づくり

　NSKグループは、製品やサービスはもちろん、提供する情

報などを含むすべての品質を業界でNo.1にすること、即ち

「トータルクオリティーNo.1」を実現することで、世界中のお

客様に喜ばれるモノづくりをめざします。（▶図1）

　NSKグループでは、社長を筆頭に各事業本部の担当役員

など関係する役員をメンバーとする全社品質委員会で、経

営層が品質管理の状況を確認し、必要な取り組みをトップダ

ウンで進めることで、グループ全体の取り組み強化をめざし

ています。

　また、自動車および産業機械の各事業本部に品質委員会

を設置し、生産・販売・設計の各部門が連携をとりながら、品

質を高めるための取り組みを進めています。（▶図2）

従業員がいきいきと働き、お客様に喜んで使っていただ

ける製品をつくり、会社が持続的に成長していくことをめざ

して、グローバル品質保証体制の強化を図りながら、以下

の3項目の活動を進めます。

図1  品質づくりの取り組み概要 図2  全社品質委員会

目標と実績NSKの方針

中期目標／
お客様に満足いただける「つくりこみの実力をつける」

トータルクオリティーNo.1

1. NPDS（NSK Product Development System）
　活動の推進

お客様の新規案件を、迅速、確実に安定生産に結
びつけるため、品質をプロセスでつくりこむため
の活動を進めます

2. NQ1（NSK Quality No.1）活動の推進
不良「ゼロ」の安定生産をめざした活動を進め
ます

3. 人づくり
品質づくりを支える人材育成を進めます

体制／
全社品質委員会

自動車事業本部
品質委員会

産業機械事業本部
品質委員会

委員：関係役員

生産
部門

設計
部門

販売
部門

生産
部門

販売
部門

設計
部門

委員長：社長

事務局：品質保証本部

意識する主な
ステークホルダー社会から信頼される品質づくり

品質保証

豊かな生活を支える工業製品は、安全に、所定の機能を発揮することが求められます。
技術の進歩とグローバル化がますます加速する現在、企業には、優れた品質と技術でさまざまな国や地域のニーズにき
め細かく対応し、社会の発展に貢献することが求められています。

次世代

株主・
投資家

従業員

地域社会

お客様

サプラ
イヤー

社会性報告
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WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート

●グローバル品質保証体制　● 品質マネジメントシステムの認証取得状況

図3  NPDSの概要

2012年度の活動概要

2012年度は、製品のデザインレビューをきめ細かく実施

することをめざすと同時に、2011年度に導入した「Quick 

DR」の実効性を高めていくため、技術部門を対象にした教

育の拡充を図りました。また、事業所の特殊工程の監査員

の育成やレベルアップなど、取り組みを目標通りに推進し

ました。

さらに、お客様の技術面や品質面のサポートなど、営業

活動のレベルアップを図っていくため、営業部門の教育カ

リキュラムを充実させるとともに、2010年度から実施して

いる「営業品質教育」を、2012年度はアセアン地区に展開

しました。

ビュー研修の充実を図

りました。2012年度末

現在、初級から上級ま

での3つのコースの受

講者は延べ約400名と

なりました。（▶図3）

NSKグループは、お客様の新規案件に、迅速かつ確実

に対応していくことで、お客様に満足していただけるよう、

2 0 0 7 年 度 か ら、N S K 独 自 の N P D S（ N S K  P r o d u c t 

Development System）をグローバルに展開しています。

NPDSでは、製品企画、開発･設計から試作、量産までの各

プロセスの節目で、課題が解決されたことを確認しなが

ら次のプロセスへと進めることで、高品質な製品を効率

良く量産に結びつけます。

2012年度は、小規模な設計変更などを対象に2011年度

から導入を進めている「Quick DR」を幅広く展開していくた

め、技術部門の担当者から部課長を対象としたデザインレ

写真1　Quick DR研修の様子

製品企画

プロセス

確認事項
次のプロセスへの移行の可否を判断

開発・設計 試作 生産試作 量産試作 量産

専門家が厳しく、客観的に確認

お客様の要望を
満たす製品が設
計できたか

設計どおりに製
品を加工、組み
立てできるか

量産で想定され
る方法で加工、組
み立てできるか

量産時と同じ方
法で加工、組み
立てできるか

品質向上を実現するための取り組み

NSKグループでは、お客様の要求に適合させた「基本の

品質」に、さらにNSKグループとしての「ねらいの品質」を加

味したより高い品質レベルの製品を、開発･設計、製造、販

売していくことでお客様の発展に貢献し、同時にNSKグ

ループの成長をめざします。

基本的な考え方／
高品質な製品づくり

品質をプロセスでつくりこむ
「NPDS」活動

2012
TOPICS 1 NQ1（NSK Quality No.1）活動の一環として、「不良ゼロの

ダントツ工程づくり」に取り組んでいます。日本国内の各工

場で活動テーマを決め、従業員に活動の意義を説明し意識

を高めながら、モデルラインで不良ゼロに向けてさまざま

な改善活動を実施します。また、各工場の担当者を集め勉

強会を開催して、他工場の事例などへの理解を深め、活動の

レベルアップを図りま

す。モデルラインで実施

し効果のあった取り組み

は、速やかに他のライン

に展開し、効率よく不良

削減を進めます。

不良ゼロの安定生産をめざす
「NQ1」活動（日本）

2012
TOPICS 2

写真2　�埼玉工場での現場見学会の様子
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NSKグループでは、高品質なモノづくりの現場を支える

人材を育成するため、さまざまな教育･研修を実施してい

ます。

2012年度は、中堅のスタッフを対象にして、現場と一緒

に課題の解決に向けて取り組むことで、問題解決力の向

上とリーダーシップの習得をめざした研修を充実させまし

た。このカリキュラムでは、各工場から選ばれたメンバー

が、相互に事業所を訪問しながら、知識や意識を高めるた

めの研修会、他工場の取り組みの自工場への展開、改善の

進捗をひと目で分かるようにするマネジメントの仕組みづ

くりなどを実践します。

研修の結果、問題解決

力 の 向 上 やリーダ ー

シップの習得に加え、

事 業 所 の 垣 根を越え

たコミュニケーション

の活性化にもつながり

ました。

NSKグループでは、すべての従業員が品質への知識を深

めることで、製品はもちろん業務の品質も高めていくことが

できると考え、「品質知識教育」を世界各地の事業所に展開

しています。

2012年度は、アセア

ン地区で教育の内容

を分かりやすく説明で

きるインドネシアとタ

イ人の講師を15名育

成し、その講師が中心

になって教育を進めま

した。

熱処理工程など、高品質な製品を安定して生産するため

の要となる工程を、NSKグループでは特殊工程と位置付け

厳重な品質管理を行っています。世界各地の事業所で同一

写真3　�事業所を訪問しての勉強会の様子

NSKグループの調達部門では、サプライヤーとともに

品質向上をめざした取り組みを進めています。日本では、

2012年度は開発案件の技術課題への取り組みなどに関す

る42回の品質会議や、35回のサプライヤーの事業所の訪

問監査などの活動を通じて、不良削減や生産効率向上、部

品や材料の不具合の発生防止などに取り組みました。

NSKグループでは、現地調達や国際調達を推進するた

め、世界各地の事業所で現地のサプライヤーの工程監査

を通じた品質管理の支援などに取り組んでいます。今後

も、さらなる品質向上をめざして取り組みを強化していき

ます。

品質づくりを支える人づくり2012
TOPICS 3

サプライヤーとともに
品質向上をめざした取り組みを推進

2012
TOPICS 4

品質知識教育のグローバル展開（日本以外）

レベルの厳しい管理を実施するため、工程を厳格に確認す

る監査員を認定しています。監査員は自社のみならず、サプ

ライヤーを訪問し工程を確認することで、サプライチェーン

全体で厳密な管理ができるよう取り組んでいます。

2012年度からは、さらに監査のレベルを向上するととも

に、監査員により確認結果にばらつきが生じることがないよ

うにすることをめざし、

監 査員研 修 会を開 催

しました。研修会では、

集まった監査員が相互

に模擬監査を実施し、

チェック項目の理解度

や判定についてレベル

合わせを行いました。

品質指導・監査のグローバル展開（日本以外）

写真5　�監査員研修会の様子

写真4　�インドネシアでの講師育成研修の様子

NSKグループでは、品質マネジメントシステムの認証を

取得し、社内や第三者機関の監査などを通じて、取り組み

の維持･改善を図っています。各工場では、お客様の要望

に沿って、ISO9001や自動車メーカー固有の要求事項が付

加されたISO/TS16949、航空宇宙関連の要求事項が付加さ

れたAS9100などの国際規格の認証を取得しています。

2013年3月末時点で、部品や製品を生産する54事業所

が、該当する認証を取得しています。

品質マネジメントシステムの認証取得2012
TOPICS 5

社会性報告 品質保証
社会から信頼される品質づくり
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お客様の満足を高めるための取り組み

NSKグループは、従来の営業活動の良い部分に加え、従

来の考え方や手法を見直し、常により良い営業のあり方を

考え、営業活動のレベルアップを実践できる営業の高度な

知識を持つ人材を育成していくことを通じて、お客様との

信頼関係を強めていきます。

NSKグループでは、お客様の技術サポートのレベルアッ

プをめざした取り組みを、世界各地で実施しています。

お客様にNSK製品に対する理解を深めていただくため、

実際に軸受を使って取り扱いを体験することができる実習

ツールを制作しています。このツールを使って、機械への

取り付けや取り外しなどを体験していただき、設計やメン

テナンスに役立ててもらっています。

また、技術サポートを行う従業員を育成するための通信

教育を行っています。この教育では、e-ラーニングや現地

の教育担当者からの講義を通じて知識を深め、その後、受

講者一人ひとりに対し選任された育成担当者がe-mailでテ

ストを配信し、習得レベルの確認を行います。正解できな

かった設問については、どこに誤りがあったのか受講者が

自覚できるよう、最適なヒントをフィードバックします。す

べての設問に正解できるまで、テストとフィードバックを繰

り返すことで、苦手な部分を克服できるようにしています。

2012年度までに80名以上が修了しています。

NSKグループでは、お客様の窓口となる営業部門の従業

員の品質に対する意識を高め、お客様の満足度を向上す

ることをめざした「営業品質教育」を、2010年度から実施し

ています。

2012年度から、アメリカ・中国・アセアンで教育をスター

トしました。教育では、講義形式の研修やe-ラーニングを通

じて、実践的な能力を身につけます。講義は、日本で特別な

研修を受けた講師が、基礎知識をまとめたテキストを用い

て、各国の言語で営業活動に活かせる品質管理や問題解

決の手法などを分りやすく解説

します。

2012年度は、400名以上がこ

の研修を受講しました。受講者

は、身につけた知識を活かし

て、お 客 様とのコミュニケー

ションの向上に努めています。

2012年6月に、約300名のお客様にご協力いただき、「CS

アンケート調査」（お客様満足度調査）を行いました。

お客様より厳しいご指摘をいただいた点については、営

業部門や技術部門など各部署の課題を明らかにし、技術

的なプレゼンテーションの回数を増やしたり、お客様を

NSKグループの工場や技術部を実際に見ていただいたり

するなど、着実に改善しています。また、現状のレベルをさ

らに高めていくため、営業担当者が身につけておくべき知

識をまとめたハンドブックを使っての社内教育なども行っ

ています。さらに、お客様との対話力を高める研修なども

行っています。

2012年度、中部日本自動車部では、より的確にお客様の

要望をとらえ、対応できるようにしていくことをめざし、業

務改善活動の仕組みや米国紛争鉱物情報開示規制などの

勉強会を開催しました。

基本的な考え方／
NSKブランドを高める人材育成

技術サポートのレベルアップを
めざした教育

2012
TOPICS 1

営業部門の品質教育（日本以外）2012
TOPICS 3

お客様満足度を向上させる教育（日本）2012
TOPICS 2

写真6　�英語版テキスト

写真7　2013年10月のフィリピンでの研修の様子

NSK CSRレポート2013 21

ガ
バ
ナ
ン
ス

社
会
性
報
告

環
境
報
告



活力ある職場

◦労働における基本的権利の尊重
◦安全で健康的な職場づくり

◦成長の機会の提供
◦自己実現の場の提供

◦多様性の尊重
◦�仕事と生活の両立 

（ワークライフバランス）

幅広い
人材の活用

いきいきと働ける
環境づくり

成長に資する
機会と場の提供

米州

事務局：本社 人事部

韓国

地域人事部

グローバル人事会議
◦グローバル人事方針
◦人材管理・育成
◦労務リスク管理

欧州 中国 アセアン インド

　NSKグループは、経営姿勢で「社員一人ひとりの個性と可

能性を尊重する」ことを明確にしています。また、「企業の基

本は人材である」の考えに沿って、従業員が働きがいを持っ

ていきいきと仕事に取り組むことができる環境を整備すると

ともに、将来のNSKグループを担う人材をグローバルに育成

することをめざし、以下の施策に取り組んでいます。（▶図1）

◦いきいきと働ける環境づくり
労働における基本的権利の尊重
安全で健康的な職場づくり

◦幅広い人材の活用
多様性の尊重
仕事と生活の両立（ワークライフバランス）

◦成長に資する機会と場の提供
成長の機会の提供
自己実現の場の提供

グローバルに広がる事業活動を支えるためには、多様な価

値観を持った人材が多様な働き方で活躍できる職場をつくり、

グローバルなマネジメント体制を支える人材の育成が必要で

す。その実現に向け、「グローバル人材の育成」「プロフェッショ

ナル人材の育成」「多様性を受容する人事制度の構築」に取り

組み、幅広い人材の活用を進めます。また、開発・設計、生産部

門などにおいては、途切れることのない技術、技能の伝承を

行っていけるよう、グローバルな教育体制を整備します。

NSKグループは定期的にグローバル人事会議を開催し、地

域人事部の責任者がグローバルの共通課題について議論し

ながら、方針の確認や情報の共有に努めています。（▶図2）

図1  活力ある職場づくりの取り組み 図2  グローバル人事会議体制図

目標と実績NSKの方針

中期目標／
グローバルな体制を支える人材と環境づくり

2012年度の活動概要

従業員が働きがいを持てる職場づくり

意識する主な
ステークホルダー活力ある職場づくり

労働慣行

グローバル化が進み、人種、国籍などの異なる人々が交流する機会が増え、国や地域を越えて、互いに理解を深めながら
共存共栄を図っていくことが重要になっています。そうした中、企業にはさまざまな国や地域の文化や習慣を尊重し、多
様な価値観を持った従業員が、安全に、いきいきと働ける職場づくりをすることが求められています。

お客様

サプラ
イヤー

次世代

株主・
投資家

従業員

地域社会

社会性報告

NSK CSRレポート201322



D（実施）

中央安全衛生協議会

各事業所安全衛生委員会

各課（係）安全衛生委員会

各職場（班）安全衛生委員会

全班員

中央安全衛生協議会
事務局連絡会

経営層による安全衛生方針の表明

従業員の
意見の反映

体制の整備

手順の明文化

記録の管理

継続的改善

スパイラルアップへ

P（計画）

システムの
基本要素

C（確認・評価）

見直し

A（改善）

WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート

●グローバルな人事戦略
● 職場の安全衛生・ヘルスケア対策

労働における基本的権利の尊重

安全で健康的な職場づくり

図3  労働安全体制 図4  労働安全衛生マネジメントシステム

経営姿勢に定める「社員一人ひとりの個性と可能性を尊

重する」を実現するとともに、NSK企業倫理規則に定める

「不当な差別の禁止」と「労働における基本的権利の尊重」

を確実にするため、NSKグループでは、人種、身体的な特

徴、信条、性別、宗教、門地、民族、国籍、年齢、障がいなどに

よる差別や、ハラスメント、強制労働、児童労働などを禁止

し、多様な人材がいきいきと働ける職場づくりを進めてい

ます。

また啓発活動を通じて、グループ全体で認識を共有し方

針が徹底されるように努めています。さらに、採用、配属、

評価などの雇用の場面で機会均等にも努めています。

NSKでは、従業員一人ひとりの安全と健康を守るため、「安

全は全てに優先。生産に左右されることなく、安心して働け

る職場」を基本理念として掲げ、活動に取り組んでいます。

職場の安全を守るには、一人ひとりの安全意識を高めるこ

とが重要です。そのため、「不安全行動」や「不安全状態」を

見逃すことなく、従業員が互いに注意し合える相互啓発の文

化を醸成しています。

NSKグループでは、社会的な要請などをかんがみ企業倫

理規則の改定・周知などを通じて、従来から人権に関する

啓発活動を行っています。また、NSKが企業倫理規則に定め

る労働者の基本的権利の尊重（不当な差別の禁止、児童の

酷使・強制労働の禁止など）を浸透させるための取り組みと

して、これまで日本で実施してきた研修の受講対象を、世界

中の事業所の経営層・管理職層まで広げ、e-ラーニングを

実施しています。

2012年度は、8,600名を超える対象者がe-ラーニングを受

講しました。今後も研修・啓発活動を継続して実施するとと

もに、受講対象者の拡大を図っていきます。

2012年度は、アセアン地区の人事機能をさらに強化す

るため人事責任者会議を発足させ、人事制度、人材育成、

リスク管理などについて情報を共有しました。また、グロー

バルにNSKグループを牽引する人材育成の取り組みとして

2011年度から開始した「NSKグローバル経営大学」は、さら

に内容を充実させて第2期を開催しました。

基本的な考え方／
差別の禁止と労働における基本的権利の尊重

基本的な考え方／
安心して働ける職場、相互啓発型の安全文化をめざして

NSKグループは、モノづくりを支える職場の安全衛生活動

を積極的に推進し、従業員が存分に力を発揮できる環境の

提供が重要だと考えています。この考えの下、労使による

「中央安全衛生協議会」を定期的に開催し全社の方向を決

めています。この方針に則り、労働安全マネジメントシステ

ムを構築し、全員参加による安全第一の社風づくりに努め

ています。（▶図3、図4）

マネジメントシステム／
労働安全衛生マネジメントシステム

人権に関する研修をグローバルに実施2012
TOPICS 1
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※1  � NSKおよび日本の主要なグループ会社（派遣社員の災害件数を含む）
※2  強度率＝延べ労働損失日数／延べ実労働時間×1,000	
※3  休業度数率＝労働災害による休業者数／延べ実労働時間×1,000,000

不休災害

休業災害

合計

強度率※2

休業度数率※3

19件

4件

23件

0.006

0.25

2009年度

2009年度

26件

3件

29件

0.001

0.17

2010年度

2010年度

12件

1件

13件

0.008

0.06

0.000

0.08

12件

1件

13件

2011年度

2011年度

2012年度

2012年度

人事制度づくり

人材の育成

事業の
グローバル化
への対応

モノづくりの
伝承

◦�地域をよく知る 
ローカル人材の登用

◦�国を越えた 
グローバル人材の登用

◦公正な評価制度

◦グローバル人材の育成
◦�プロフェッショナル人材の 

育成

NSKグループでは、グローバルに活躍する幹部候補社員

を対象としたNSKグローバル経営大学を開催しています。

第2期となる2012年度は、欧州・米州・中国・アセアン・韓

国・日本から11名を選抜しました。受講者は、日本・中国・シ

ンガポール・タイ・ドイツのNSKグループの各拠点を訪問

し、企業理念や事業戦略を共有しながら、各地域の従業員

との関係を強めました。日本で行われた最終セッションで

は、グローバル・エク

セレント・カンパニー

としてNSKグループが

発 展していくた め の

提 言を、経 営 陣 に 行

いました。

石部工場は、“災害ゼロ”をめざし、2009年から工場内に

「安全道場」を設け、より実践的な教育をスタートしまし

た。安全道場では、従業員一人ひとりが被災の恐ろしさを

体験し、危険な作業の認識や作業ルールの大切さから、

「安全行動」の重要性を学びます。

さらに効果的な安全教育・訓練を行うため、場所を移

動し設備を充実するとともに教育内容を一新しました。具

体的には、服装・保護具のチェックに始まり、機械の自動

運転中に発生したトラブルの対処方法、階段の昇降にお

ける注意点や台車の正しい使い方などの訓練項目があり

ます。また、チェーン駆動部の挟まれ体験やプレスの威力

体験などを通し、安全行動の重要性を再認識します。

本道場では、14項目の体験訓練を、間接部門も含め工

場の全従業員を対象に、職場ごとに隔月で実施していま

す。また、教育訓練後の確認のため毎年試験を実施し、全

員合格となるまでフォローします。

安全道場で教育訓練を開始してから、災害発生件数は

大幅に減少していますが、めざす“災害ゼロ”達成には道

半ばの状況です。安全

の基本をしっかり学び、

いかなるときにも安全

行動がとれるまで、継続

して取り組みます。

（▶表1、表2）

表1  災害発生件数※1 表3  持続可能な事業を支える人事制度・人材育成

表2  強度率・度数率※1

安全教育の取り組みについて
―「安全道場」を継続しています―

2012
TOPICS 1

「NSK グローバル経営大学」2012
TOPICS 1

写真1　石部工場内「安全道場」

写真2　NSKグローバル経営大学

NSKグループでは、事業のグローバル化が一層進む中、国

境や文化を越えて共通の課題を認識し、解決できる職場環

境がなければ、従業員の能力を活かすことは難しいと考えて

います。このため、事業を支える人事制度の設計と活用、従

業員の能力をさらに引き出すための各種研修制度づくりや

公正な人事・評価制度づくりとその実施を進めます。

また、世界中で持続的に事業を成長させていくためには、

各拠点でその地域をよく知る人材を登用すると同時に、グ

ローバルなマネジメントを支える人材が活躍できる人事制

度づくりが急務です。また、必要な業務知識のみならず、問

題解決力やコミュニケーション能力、リーダーシップといっ

た個々人の成長を支える研修制度を充実させていきます。こ

れらを通じて、従業員と組織がベクトルを合わせて成長する

職場をめざします。（▶表3、図5）

基本的な考え方／
グローバル化に対応する人事制度づくりと人材育成

成長に資する機会と場の提供（人事制度・人材育成）

社会性報告 労働慣行
活力ある職場づくり
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◦�入社前研修 
◦OAソフト 
◦英語 
◦�ビジネス 

文書

◦�キャリア 
セミナー

◦�マネープラン 
セミナー

◦�生涯生活設計 
セミナー

◦�新入社員研修 ◦語学研修� など

▶�入社前 ▶�新入社員 ▶入社後2年 ▶�30歳 ▶��35歳	 ▶��40歳 ▶�50歳

階層別 
研修

本社研修

◦モノつくりセンター ◦営業教育� など

◦生涯生活設計セミナー� など

◦�NIT
技術部研修

専門別研修（本社実施）

その他

工場研修（工場実施）

950名

215名

117名

4,276名

690名

参加人数
（延べ数）

新入社員育成

�役割別 
研修

�次世代 
リーダー 
教育 ※4 �NSKグループの行った研修のうち、一部の研修の 

 受講者延べ数を掲載しています。

内容

延べ  6,248名

◦�品質教育  ◦安全教育 ◦ISO関連教育  など

OJT
◦導入研修（1週間）
◦工場実習（3～6カ月間）
OFF-JT
◦フォローアップ研修
　　   入社～2年間で3回実施	

◦�育成担当者 
研修

◦�新任管理職 
研修

◦�マネジメント 
教育

◦�NSKグローバル経営大学◦�NSK経営大学 
◦マネージャーコース 
◦ゼネラルマネージャーコース

NSKグループでは、世界中の従業員が活発にコミュニケー

ションを取りながら、円滑に業務を進められるように、英語を

共通の言語と位置付けています。中でも日本人従業員に対

しては、2011年度から世界各地の駐在員も含めたすべての

従業員に語学学習の機会を提供するため、新たに英語と中

国語のe-ラーニングを実施しています。これまでに、英語は

650名、中国語は120名が受講しました。語学教育について、

今後は英語・中国語以外の言語を学習できるよう、コンテン

ツを充実させます。（▶表4）

WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート

● キャリアアップを支援する人事制度
● 成長を支援する人材育成プログラム

図5  キャリア開発の体系 表4  2012年度 教育・研修参加者数※4

NSKグループは2005年にモノつくりセンターを設立し、「モ

ノつくりの第一人者」と「技能を教え、伝承する人材」の育成

に取り組んでいます。2012年度までに、日本以外の地域から

の参加も含め延べ約630名が受講しました。

設立以来、社内講師が中心となってカリキュラムを拡充し

ています。技能者教育では、研削・組立・保全・電気保全の4

コースで、技能の伝承、保全スタッフの育成など現場力の向

上をめざした教育を行っています。また、技術者教育では、

初級に加えて中級コースを導入して、グローバルな現場で

「自ら考え行動できる」人材を育成しています。

今後も、各事業所のニーズに合わせて、モノづくりの伝承

と現場力の向上に必要な教育を推進していきます。（▶表4）

モノづくりを支える人材教育の強化2012
TOPICS 2 語学教育の推進2012

TOPICS 3

多様性の尊重

NSKグループでは、世界各地に事業を展開するとともに、

安定した雇用を生み出すことで、地域社会とNSKグループが

ともに発展できると考えています。そこで、その地域をよく理

解している優れた人材を、国籍や人種、性別などを越えて地

域ごとに登用しています。また、NSKの企業文化への理解を

促す教育・研修制度を充実させ、多様な人材がNSKの価値観

を共有し、いきいきと働き、NSKグループとともに自身の成長

も実感できることをめざしています。また日本では、社会の

要請に応えて女性、高年齢者、障がい者などを登用するた

め、必要な制度づくりを進めています。（▶表5）

基本的な考え方／
グローバルな事業に対応する人材の多様性 アセアン人事会議を開始2012

TOPICS 1
アセアン・オセアニア地域のグループ会社の人事責任者

が参加する、「アセアン人事会議」を発足しました。シンガ

ポール・タイ・インドネシア・マレーシア・オーストラリアの

人事責任者は、文化・習慣・言語などが多種多様な地域で

の労務事情や課題を共有し、情報交換を行いました。今後

も定期的に会議を開催し、地域の人事機能の強化を図って

いきます。
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※7  2012年度より運用を開始

※5  NSKおよび日本の主要なグループ会社
※6  短期の育児休業取得者を除く

育児休業
法令 1歳6カ月まで（無給）

NSK 最大3歳の4月末まで 
（最初の5日間有給）

育児勤務時間 
短縮

法令 3歳まで

NSK※7 小学3年の3月末まで

介護休業
法令 90日まで

NSK 1年まで

介護勤務時間 
短縮

法令 90日まで

NSK 1年まで

半日休暇の 
制限撤廃

通常、年間12回までのところ、介護、子の 
看病の場合は制限なく取得できる

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

平均勤続年数 17年 17年 18年 18年 18年

平均年齢 40歳 41歳 41歳 41歳 41歳

従業員女性比率 5.5% 6.6% 6.5% 6.7% 6.5%

育児休業取得率※6 94% 93% 100% 100% 100%

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

Aシニア 156名 185名 223名 271名 318名

Mシニア 35名 42名 49名 54名 65名

その他（嘱託） 77名 42名 42名 34名 29名

合計 268名 269名 314名 359名 412名

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

障がい者雇用率 1.66% 1.83% 1.85% 1.97% 1.99%

表8  育児・介護支援制度

表5  従業員関連データ※5

表6  高齢者雇用者数※5

表7  障がい者雇用率※5

インドの大学院の修士課程に在籍中、約2カ月間、NSKの藤沢技術セン

ターのインターンシップに参加しました。職場の雰囲気や技術レベルが想像

以上に素晴らしく、インターンシップ終了後

もNSKで働きたいと思うようになりました。イ

ンドに帰国し大学院を卒業後、2012年から

念願の藤沢技術センターでキャリアをスター

トさせました。自分の経験や専門知識を活

かせる上、業務を通じて最新技術から会社

組織全般にわたるまで、毎日多くのことを学

べます。まだ日本語が苦手ですが、上司や同

僚に支えられてエンジニアとしての成長を

実感しつつ、充実した日々を送っています。

2010年8月にNSK韓国社から研修生として派遣され、日本の本社で働

いています。日本での業務を通じて、NSKがグローバル・リーディング・

カンパニーであることを改めて感じ、NSK

グループの一員として働くことへの誇りを

高めることができました。また、ビジネス

スキルも鍛えられたと感じています。日本

と韓国の仕事の進め方の違いに戸惑うこ

ともありますが、2つの職場文化をより深

く理解し、融合することで新しいグローバ

ルNSKの文化に進化させていけるよう、

これからも事業に貢献していきたいと思

います。

日本で活躍しています

総合研究開発センター 
基盤技術研究所 

ラジッシュ ラビンドラン

自動車事業本部　
自動車軸受本部（現NSK韓国社） 

王 在日

急速に高齢化が進む日本では、公的年金制度の変更を受

け、定年退職後も就労の機会を得られるようにしていくこと

が社会的な要請となっています。

NSKでは、経験豊富なベテラン従業員の知識やスキルが

事業の発展に役立つと認識し、定年後も働く能力と意欲のあ

る方に働く場を提供することを基本方針とし、2001年4月より

再雇用制度を導入しています。

また、2013年4月に施行の改正高年齢者雇用安定法に基

づき、上述の基本方針に加え生活の安定を確保するため、労

働条件も含めた再雇用制度の改定を行っています。（▶表6）

NSKは、就業できる能力と意欲のある障がいを持った方

に、その人に合った就労機会を提供していくことが、企業が

担うべき役割の一つと考えています。特に、特例子会社の

NSKフレンドリーサービス（株）では、知的障がいを持った方

がいきいきと働くことのできる雇用の場を提供しています。

2012年度は、NSKと日本の主要なグループ会社、NSKフレ

ンドリーサービス（株）に合計112名の障がいを持った方が

在職し、障がい者雇用率は1.99％でした。（▶表7）

また、2013年4月の障がい者雇用率の引き上げに対応し、

施策を推進し、2013年10月時点で障がい者雇用率は2.01%

となっています。

高齢者雇用／
社会の高齢化に対応した人材活用（日本）

障がい者雇用／
障がい者に就労の場を提供（日本）

多様な人材活用2012
TOPICS 2

NSKグループでは、多様な人材が事業活動のさまざまな

場面で活躍しています。例えば、日本の研究開発や事業部門

などで日本以外の地域の従業員が能力を発揮し、グローバ

ルビジネスに貢献しています。

社会性報告 労働慣行
活力ある職場づくり
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雇用について

労使関係について

仕事と生活の両立（ワークライフバランス）

NSKグループは品質にこだわるメーカーとして、また持続

可能な企業として、雇用を長期的な視点でとらえています。

NSKグループは、労使の健全な関係が企業の持続的な

成長に不可欠と考え、企業倫理規則の「労働における基本

的権利の尊重」の一つとして、従業員が報復、脅迫や嫌が

らせを恐れずに、経営層とオープンに、直接コミュニケー

NSKグループは、従業員が「仕事」も「私生活」も心から楽

しみ、いきいきと活動できる状態が、事業活動をより良い

ものにしていくと考えています。

このため、従業員のニーズや社会的な課題をかんがみ、

ハード面とソフト面の双方から性別や年齢を問わず働き

やすい環境を整備していくことを基本としています。

日本では、急速に進む少子・高齢化社会といった社会的

課題に対応するため、従業員の育児や介護を支援する制

度の充実や、時間管理の徹底など、仕事と家庭の両立を支

援するための取り組みを、これまで以上に加速させること

が重要だと考えています。

基本的な考え方／
社会とNSK双方の安定を守る雇用

基本的な考え方／
対話に基づく労使関係の構築

基本的な考え方／
従業員がいきいき活動する職場環境の整備

そのためには、事業を担う優れた人材を継続的に採用し、

育成していくことが不可欠と考えています。また、事業所が

所在する国や地域の法令などに則り、適切な雇用を行い

ます。

ションできる権利を保障しています。従業員と経営者がコ

ミュニケーションを深め、職場環境や経営状況などを共有

し、改善策などを協議、実行し、従業員がいきいきと働くこ

とのできる職場づくりを進めることで、相互に信頼できる

パートナーとして絆を深めています。

WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート

● 労使協働による労働環境の整備

仕事と家庭の両立を
支援する取り組み（日本）

2012
TOPICS 1

日本では、2012年度に育児のために勤務時間を短縮でき

る期間を延長し、従業員の育児を支援する制度の充実を図

りました。また、職場のコミュニケーションの充実による業務

効率向上や、年次有給休暇の取得促進など、仕事と家庭の

両立を支援するための取り組みも従来どおり進めています。

（▶表8）

何物にも代えがたい時間を過ごして

メカトロ技術開発センター
メカトロ開発部 副主務 

小山 睦

長女（第2子）の誕生にあたり、約2カ月間の育児休業を取得しました。子どもと一日中向き

合うと同時に、産後で体調が優れない妻に代わり家事を行うことで、育児の楽しさや難しさ、

妻の日常の苦労など多くの気づきがありました。また、地域の育児コミュニティへの長男の送

り迎えなどを通じて、近隣の方との交流も深まりました。何より、育児休業制度を通じて、限ら

れた貴重な期間を幼い子どもと濃密に過ごせたことが、私にとって何物にも代えがたい財産

となりました。制度面はもちろん、職場の理解と協力があったからこそ、育児休業を取得でき

ました。皆さんに感謝するとともに、今後も希望する方がさらに取得しやすい環境が整うと良

いと思います。
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技術や製品はもちろん、科学技術の振興を

支援する幅広い活動を通じて、産業の発

展に貢献します。

科学技術の振興

将来にわたり、子どもや若者の教育など

の支援活動を行います。

地域との共存共栄次世代の育成

事業を行う国や地域でコミュニケーショ

ンを大切にし、地域社会の一員としてとも

に発展していきます。

地域に貢献し、復興を支えます

日本

地域の明日を支えるものづくり

広げよう、支えあおう支援の輪 社会貢献活動

花も笑顔も咲きました

地球にも人にもやさしい工場をめざして

楽しく素晴らしきものづくり体験

緑豊かな自然に囲まれた福島工場では、周辺の清掃などを
通じて一人ひとりが地域社会に貢献する意識を高めています。

2012年11月、地元の棚倉町で開催された『城下町棚倉わく
わくフェスタ2012』に出展しました。2012年度は「復興元年 つ
なげよう 輝く未来へ」がテーマ。復興を支え地域に貢献すると
同時に、福島工場も震災から順調に復帰していることを来場者
に伝えました。

NSKニードルベアリング株式会社は環境と人の共生を実現
し、明日を支える大きな力として社会に貢献していくことをめ
ざしています。

2012年6月に開催された『第5回 群馬県からくり工夫展』に、
子どもも楽しめる手作りのからくりを出展しました。ものづくり

の楽しさがたくさん詰まっ
た『からくり』の素晴らしさ
を、多くの来場者に体験して
もらいました。

豊かな自然と環境を守
るため、AKS東日本株式会
社は環境との調和を事業
活動の優先課題の一つと
しています。2012年6月か
ら9月にかけて、節電対策
と緑化促進を兼ねてグ
リーンカーテンに取り組み
ました。全員で協力し丹精
込めて育てたゴーヤなど
が豊かに実を結び、従業員
や地域の皆さんにおすそ
分けしました。

　NSK富山株式会社は、工場敷地内の道路に面した場所に小
さな花壇を整備し、冬を迎える前から女性社員を中心とした有
志で富山の県花のチュー
リップを育てました。この
春、見事に開花し、地域の
皆さんの通勤時の癒しの空
間となりました。

　『ものづくり博In東三河』は、ものづくりの魅力発信と人材育
成をテーマに隔年で開催されます。
　特に次代を担う子どもたちに、ものづくりの楽しさや素晴ら
しさを伝えるため、旭精機株式会社は毎回出展しています。今

回は、子どもから大人まで来場者がベアリング
の機能や仕組みに興味を持ち、ものづくりを楽
しく体験できるブースにしました。特に小、中
学生が、「お～」「すごい」と驚いていました 。

2012 TOPICS 

鶴田浩平、小沼勝弘、齋藤孝洋、松本栄一 本日の運勢は…?
（ウェルカムルーレット）

（左から）川鍋隆弘、鈴木竜也、堀越智洋、田中公平、
　　　    箕輪千寛、堀直人、小笠原誉大、茂木道隆

（前列左から）老香織、堀江香奈、山森敏子
（後列左から）野村尚未、下田智子、
　　　　　　海道智栄子

兵藤倫広 うまく組み立てられるかな…

（後列）福島義雄
（前列 左から）脇磨、関口一美

ベアリング組み立て体験中

「日本精工福祉基金（ふれあいクラブ）」は、労使により社会
貢献活動を行う組織として1994年に設立され、福祉車輌の寄
贈、国内NGO・NPO団体への寄付、各地域でのボランティア活動
などに取り組んでいます。災害などの被災者の支援は従来から
行っていますが、2009年4月には難病支援制度を立ち上げ、従業
員とその家族の支援も始めました。

賛同する従業員が拠出する資金で活動しており、これまでに
日本の従業員の約半数以
上が基金に賛同していま
す。今後もさらなる支援
の輪の拡大と取り組みの
充実に向けて活動してい
きます。

NSKグループは、それぞれ事情が異なる国や地域のニー

ズに即して次の3つの社会貢献活動分野に重点的に取り

組み、事業の基盤である地域の皆さんと良好な関係づくり

を行います。

社会貢献活動の重点分野

1. 社会の繁栄を支える科学技術の振興に取り組みます
2. 未来を担う次世代の育成に取り組みます
3. 地域との共存共栄をめざした活動に取り組みます

科学技術の振興については研究機関への助成など、次

世代育成については奨学金、インターン、軸受講座など、地

域との共存共栄については地域イベントへの協力、福祉へ

の協力などに取り組みます。

NSKグループでは、地域社会の発展とともに成長するこ

とをめざし、社会貢献活動を行っていきます。

事業を展開する地域のニーズを把握し応えていくため、

地域の皆さまとのコミュニケーションを大切にし、より良い

関係構築に努めます。また、活動の情報をグループ内で共

有し、すべての従業員が地域の発展を意識し、活動を実践

できる企業文化を醸成します。

2012年度も、グループ全体の社会貢献活動を掲載した

事例集を作成し、社内への配布を通じて情報共有を図りま

した。また、学生向けの軸受講座やグリーンカーテン、地域

福祉への貢献などを通じて、地域と良好なコミュニケー

ションを行いました。

図1  社会貢献活動の重点分野

2012年度の活動概要

中期目標

目標と実績

地域に密着した活動を通じて、
地域の皆さんと良好な関係を築いていきます

NSKの方針

意識する主な
ステークホルダー地域の発展に向けた社会貢献活動

地域社会との共生

持続可能な社会の実現のために何ができるのか考え、社会、環境、経済面の課題解決に向け、企業が積極的にかかわっ
ていくことが重視されています。そのため、事業活動の基盤となる地域社会と良好な関係を築き、地域とともに発展してい
くことが、企業に求められています。

従業員

地域社会

次世代

お客様

サプラ
イヤー

株主・
投資家

社会性報告
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地域に貢献し、復興を支えます

日本

地域の明日を支えるものづくり

広げよう、支えあおう支援の輪 社会貢献活動

花も笑顔も咲きました

地球にも人にもやさしい工場をめざして

楽しく素晴らしきものづくり体験

緑豊かな自然に囲まれた福島工場では、周辺の清掃などを
通じて一人ひとりが地域社会に貢献する意識を高めています。

2012年11月、地元の棚倉町で開催された『城下町棚倉わく
わくフェスタ2012』に出展しました。2012年度は「復興元年 つ
なげよう 輝く未来へ」がテーマ。復興を支え地域に貢献すると
同時に、福島工場も震災から順調に復帰していることを来場者
に伝えました。

NSKニードルベアリング株式会社は環境と人の共生を実現
し、明日を支える大きな力として社会に貢献していくことをめ
ざしています。

2012年6月に開催された『第5回 群馬県からくり工夫展』に、
子どもも楽しめる手作りのからくりを出展しました。ものづくり

の楽しさがたくさん詰まっ
た『からくり』の素晴らしさ
を、多くの来場者に体験して
もらいました。

豊かな自然と環境を守
るため、AKS東日本株式会
社は環境との調和を事業
活動の優先課題の一つと
しています。2012年6月か
ら9月にかけて、節電対策
と緑化促進を兼ねてグ
リーンカーテンに取り組み
ました。全員で協力し丹精
込めて育てたゴーヤなど
が豊かに実を結び、従業員
や地域の皆さんにおすそ
分けしました。

　NSK富山株式会社は、工場敷地内の道路に面した場所に小
さな花壇を整備し、冬を迎える前から女性社員を中心とした有
志で富山の県花のチュー
リップを育てました。この
春、見事に開花し、地域の
皆さんの通勤時の癒しの空
間となりました。

　『ものづくり博In東三河』は、ものづくりの魅力発信と人材育
成をテーマに隔年で開催されます。
　特に次代を担う子どもたちに、ものづくりの楽しさや素晴ら
しさを伝えるため、旭精機株式会社は毎回出展しています。今

回は、子どもから大人まで来場者がベアリング
の機能や仕組みに興味を持ち、ものづくりを楽
しく体験できるブースにしました。特に小、中
学生が、「お～」「すごい」と驚いていました 。

2012 TOPICS 

鶴田浩平、小沼勝弘、齋藤孝洋、松本栄一 本日の運勢は…?
（ウェルカムルーレット）

（左から）川鍋隆弘、鈴木竜也、堀越智洋、田中公平、
　　　    箕輪千寛、堀直人、小笠原誉大、茂木道隆

（前列左から）老香織、堀江香奈、山森敏子
（後列左から）野村尚未、下田智子、
　　　　　　海道智栄子

兵藤倫広 うまく組み立てられるかな…

（後列）福島義雄
（前列 左から）脇磨、関口一美

ベアリング組み立て体験中

「日本精工福祉基金（ふれあいクラブ）」は、労使により社会
貢献活動を行う組織として1994年に設立され、福祉車輌の寄
贈、国内NGO・NPO団体への寄付、各地域でのボランティア活動
などに取り組んでいます。災害などの被災者の支援は従来から
行っていますが、2009年4月には難病支援制度を立ち上げ、従業
員とその家族の支援も始めました。

賛同する従業員が拠出する資金で活動しており、これまでに
日本の従業員の約半数以
上が基金に賛同していま
す。今後もさらなる支援
の輪の拡大と取り組みの
充実に向けて活動してい
きます。
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韓国／
地域への恩返しはわたしたちの責任

アジア・アセアン 欧州・米州
中国／
独居老人もわたしたちの家族

アメリカ／
命と笑顔の輝く1日を

インドネシア／
将来の技術とNSKの
発展のために

マレーシア／
地域の皆さんと、食卓を囲む

シンガポール／
子どもたちのために、歩こう

マレーシア／
森を育て、地域を愛する心を育む

地域社会の一員として社会の安定と発展に貢献し、企業の社

会的責任を果たしていくため、NSK韓国社は奨学金やさまざまな

福祉施設に利益の一

部を還元しています。

2012年12月には、

障がい者施設や療養

院などの施設に寄付

を行いました。2013

年度も、継続する予

定です。

蘇州恩斯克軸承有限公司は、社会貢献活動の一環で年1回

老人ホームを慰問しています。

2013年2月に、湖州市南潯区の老人ホームを訪ねました。

多くの独居老人に

楽しい時間を過ごし

てもらえるよう、また

企業を支えてくれる

社会に恩返しできる

ように、真心を持っ

て接しました。

全米各地で事業を行うものとして、地域の健康福祉に貢献

することは大切だと考えています。

NSKアメリカズ社をはじめ、アメリカのグループ会社では大会

運営のための寄付やイベント参加などを通じて、リレー・フォー・

ライフを支援しています。ガンについて考えることを通じて命と

向き合う時間には、参加者は誰もが笑顔に満ちています。

NSKベアリング・メキシコ社は地元の工業専門学校の招待を

受け、2012年10月、工学部で機械・ロボット・自動車システムを

学ぶ学生にワークショップを行いました。

参加者は1日3時間のワークショップを4日間行

う中で、NSK製品の知識を身につけると同時に、

軸受の扱いなどを体験しました。ワークショップ終

了後も学生や教授

陣から多くの質問

が寄せられ、積極

的な姿勢に手ごた

えを感じました。

アメリカ／
子どもを支え、地域を支える

メキシコ／
次世代とともに、成長していくために

NSKブラジル社は、地域の皆さんや

さまざまな団体と協力して社会を活性

化する活動を行い、コミュニティととも

に発展していくことをめざしています。

貢献活動の一環で地元の学校教育

を支援するため、学生の工場訪問を毎

年受け入れています。学生たちは、環

境や職場における安全や倫理意識に

ついて学び、消火訓練を行います。ま

た、工場でベアリングの製造工程につ

いて学び、ベアリングの組立を体験し

ます。2012年度は、地元の14～15歳の

学生の工場訪問を受け入れました。

ブラジル／
次代を担う学生のために

子どもたちへのさまざまな支

援が地域の発展につながると考

え、アメリカに事務所を構える

NSKラテンアメリカ社は取引先

と協力しながら、スポーツや教育

などの支援を行っています。

2012年5月、闘病中の子どもた

ちの社会教育を支援するため、ベ

ネズエラの病院の院内学級を2カ

所、地元の代理店と一緒に訪問し

ました。子どもたちに学習用品な

どと楽しい時間をプレゼントし、

子どもたちから幸せそうな笑顔と

いうプレゼントを受け取りました。

将来、国を支えるのは子どもです。子どもたちが夢を持ち笑

顔で暮らせることは、どの国でも大切な課題の一つです。そ

のため、恵まれない子どもたちに、手を差し伸べる努力をしな

くてはなりません。

NSKインターナショナル（シンガポール）社とNSKシンガポー

ル社は、寄付や、ウォーキング後のイベントで利用できるクーポ

ン購入を通じて、『Walk 

for our Children』という

ウォーキング大会に協

賛しつづけています。

2012年7月の大会にも、

もちろん参加しました。

NSKマイクロプレシジョン（M）社は、年間計画を立ててさま

ざまな社会貢献活動に取り組んでいます。

2012年9月には、断食

明けのお祝いも兼ねて

近隣の皆さんを夕食会

に招待しました。このよう

な活動を通じて、地域の

さまざまなコミュニティ

との絆を育んでいます。

森林の保全は、マレーシアだけでなく地球規模での取り組む

べき課題です。

環境や地域社会との良好な関係について考えるきっかけとし

て、ISCマイクロプレシジョン社は、2012年7月にトレッキングを

兼ねた植樹活動

を行いました。参

加した従業員は、

環境保全を通じ

た社会貢献につ

いて理解を深め

ました。

2012 TOPICS 

ベアリングの構造を確認

指導にも熱が入ります

みんな笑顔です

真剣に取り組んでいます

フェイスペイントしています

デビー・フィゲロア（左）
ジャネット・フーコー（右）

療養院を訪問しました

訪問を喜んでくれました

森林保全に取り組みました

わたしたちの笑顔が子どもたちの笑顔につながります

地域の皆さんを招待しました軸受の歴史を学んでいます

イギリス／
NSKの将来を見据えた地域との共存

NSKベアリング・ヨーロッパ社 ピータリー工場は、年間計画を立

ててCSR活動を行っています。2012年度は、地域に貢献すると同

時にNSKの技術力や生産性を高めるため、地元の教育機関との絆

を強めるなど3項目に重点的に取り組みました。アカデミー※1や

ファーザー・エデュケーション・カレッジ※2のキャリアフェアに出席

し、学生たちに就職に関する情報やさまざまな技能、社会で求め

られるスキルなどを紹介しました。

また、地元ダラム地区のキャリア教育にも協力し、イージントン・

アカデミーの12～13歳の学生8名のアドバイザーを務めました。

6カ月にわたる教育期間中、工場見学やイベントへの参加などを

通じて、学生たちをサポートしました。

※1 アカデミー　中等教育を行う公立校の一種
※2  ファーザー・エデュケーション・カレッジ　日本の総合職業専門学校のような教育機関 キャリアフェアにて キャリア教育の参加者と一緒に

学生たちの産業や技能に対する見識を高め、また研究者に

NSKブランドを広く知ってもらうため、NSKベアリング・インドネシ

ア社では、大学で品質管理、軸受技術などのゲスト講義を毎年

行っています。今回は2012年5月に、インドネシア大学で理工学部

の研究生に講義を行いました。

NSKの次世代育成の取り組みとして、日本の技術部でイン

ターンシップ生として学ぶ機会を提供していることも紹介し

ました。

アズハリ・サストラネガラ

ロドリゴ・リベラ

社会性報告 地域社会との共生
地域の発展に向けた社会貢献活動
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韓国／
地域への恩返しはわたしたちの責任

アジア・アセアン 欧州・米州
中国／
独居老人もわたしたちの家族

アメリカ／
命と笑顔の輝く1日を

インドネシア／
将来の技術とNSKの
発展のために

マレーシア／
地域の皆さんと、食卓を囲む

シンガポール／
子どもたちのために、歩こう

マレーシア／
森を育て、地域を愛する心を育む

地域社会の一員として社会の安定と発展に貢献し、企業の社

会的責任を果たしていくため、NSK韓国社は奨学金やさまざまな

福祉施設に利益の一

部を還元しています。

2012年12月には、

障がい者施設や療養

院などの施設に寄付

を行いました。2013

年度も、継続する予

定です。

蘇州恩斯克軸承有限公司は、社会貢献活動の一環で年1回

老人ホームを慰問しています。

2013年2月に、湖州市南潯区の老人ホームを訪ねました。

多くの独居老人に

楽しい時間を過ごし

てもらえるよう、また

企業を支えてくれる

社会に恩返しできる

ように、真心を持っ

て接しました。

全米各地で事業を行うものとして、地域の健康福祉に貢献

することは大切だと考えています。

NSKアメリカズ社をはじめ、アメリカのグループ会社では大会

運営のための寄付やイベント参加などを通じて、リレー・フォー・

ライフを支援しています。ガンについて考えることを通じて命と

向き合う時間には、参加者は誰もが笑顔に満ちています。

NSKベアリング・メキシコ社は地元の工業専門学校の招待を

受け、2012年10月、工学部で機械・ロボット・自動車システムを

学ぶ学生にワークショップを行いました。

参加者は1日3時間のワークショップを4日間行

う中で、NSK製品の知識を身につけると同時に、

軸受の扱いなどを体験しました。ワークショップ終

了後も学生や教授

陣から多くの質問

が寄せられ、積極

的な姿勢に手ごた

えを感じました。

アメリカ／
子どもを支え、地域を支える

メキシコ／
次世代とともに、成長していくために

NSKブラジル社は、地域の皆さんや

さまざまな団体と協力して社会を活性

化する活動を行い、コミュニティととも

に発展していくことをめざしています。

貢献活動の一環で地元の学校教育

を支援するため、学生の工場訪問を毎

年受け入れています。学生たちは、環

境や職場における安全や倫理意識に

ついて学び、消火訓練を行います。ま

た、工場でベアリングの製造工程につ

いて学び、ベアリングの組立を体験し

ます。2012年度は、地元の14～15歳の

学生の工場訪問を受け入れました。

ブラジル／
次代を担う学生のために

子どもたちへのさまざまな支

援が地域の発展につながると考

え、アメリカに事務所を構える

NSKラテンアメリカ社は取引先

と協力しながら、スポーツや教育

などの支援を行っています。

2012年5月、闘病中の子どもた

ちの社会教育を支援するため、ベ

ネズエラの病院の院内学級を2カ

所、地元の代理店と一緒に訪問し

ました。子どもたちに学習用品な

どと楽しい時間をプレゼントし、

子どもたちから幸せそうな笑顔と

いうプレゼントを受け取りました。

将来、国を支えるのは子どもです。子どもたちが夢を持ち笑

顔で暮らせることは、どの国でも大切な課題の一つです。そ

のため、恵まれない子どもたちに、手を差し伸べる努力をしな

くてはなりません。

NSKインターナショナル（シンガポール）社とNSKシンガポー

ル社は、寄付や、ウォーキング後のイベントで利用できるクーポ

ン購入を通じて、『Walk 

for our Children』という

ウォーキング大会に協

賛しつづけています。

2012年7月の大会にも、

もちろん参加しました。

NSKマイクロプレシジョン（M）社は、年間計画を立ててさま

ざまな社会貢献活動に取り組んでいます。

2012年9月には、断食

明けのお祝いも兼ねて

近隣の皆さんを夕食会

に招待しました。このよう

な活動を通じて、地域の

さまざまなコミュニティ

との絆を育んでいます。

森林の保全は、マレーシアだけでなく地球規模での取り組む

べき課題です。

環境や地域社会との良好な関係について考えるきっかけとし

て、ISCマイクロプレシジョン社は、2012年7月にトレッキングを

兼ねた植樹活動

を行いました。参

加した従業員は、

環境保全を通じ

た社会貢献につ

いて理解を深め

ました。

2012 TOPICS 

ベアリングの構造を確認

指導にも熱が入ります

みんな笑顔です

真剣に取り組んでいます

フェイスペイントしています

デビー・フィゲロア（左）
ジャネット・フーコー（右）

療養院を訪問しました

訪問を喜んでくれました

森林保全に取り組みました

わたしたちの笑顔が子どもたちの笑顔につながります

地域の皆さんを招待しました軸受の歴史を学んでいます

イギリス／
NSKの将来を見据えた地域との共存

NSKベアリング・ヨーロッパ社 ピータリー工場は、年間計画を立

ててCSR活動を行っています。2012年度は、地域に貢献すると同

時にNSKの技術力や生産性を高めるため、地元の教育機関との絆

を強めるなど3項目に重点的に取り組みました。アカデミー※1や

ファーザー・エデュケーション・カレッジ※2のキャリアフェアに出席

し、学生たちに就職に関する情報やさまざまな技能、社会で求め

られるスキルなどを紹介しました。

また、地元ダラム地区のキャリア教育にも協力し、イージントン・

アカデミーの12～13歳の学生8名のアドバイザーを務めました。

6カ月にわたる教育期間中、工場見学やイベントへの参加などを

通じて、学生たちをサポートしました。

※1 アカデミー　中等教育を行う公立校の一種
※2  ファーザー・エデュケーション・カレッジ　日本の総合職業専門学校のような教育機関 キャリアフェアにて キャリア教育の参加者と一緒に

学生たちの産業や技能に対する見識を高め、また研究者に

NSKブランドを広く知ってもらうため、NSKベアリング・インドネシ

ア社では、大学で品質管理、軸受技術などのゲスト講義を毎年

行っています。今回は2012年5月に、インドネシア大学で理工学部

の研究生に講義を行いました。

NSKの次世代育成の取り組みとして、日本の技術部でイン

ターンシップ生として学ぶ機会を提供していることも紹介し

ました。

アズハリ・サストラネガラ

ロドリゴ・リベラ
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環境方針
環境行動指針

環境自主行動計画
（P.6〜7抜粋）

環境マネジメント体制

環境貢献型
製品の創出

（P.34〜P.35）

ISO14001
認証取得

省資源・
リサイクル対策
（P.39〜P.41）

環境教育

地球温暖化
対策

（P.36〜P.38）
監査

環境負荷
物質対策

（P.42〜P.44）

設備の
維持・管理

目標・計画づくり 組織づくり 仕組み・風土づくり 個別の活動

環境貢献型製品の開発・普及と事業活動の
環境負荷低減に注力

NSKの方針

NSKグループは、企業理念に定める「地球環境の保全を

めざす」ことをすべての事業活動に反映させるため、環境

方針に「環境問題への取り組みが我々の存在と活動に必須

の要件」と定め、従業員一人ひとりが意識を高めながら、

「環境貢献型製品の創出」「地球温暖化対策」「省資源・リサ

イクル対策」「環境負荷物質対策」「生物多様性保全」など

の活動を進めます。

またNSKグループでは、各国･各地域の環境法規制の強

化、お客様のニーズの変動、気候変動などに伴う風水害の

リスクの増大などに積極的に対応することは、持続可能な

社会の構築に貢献しNSKグループの成長力を高めることに

なると考えています。その達成に向け、体制を整え、NSKグ

ループの環境マネジメントの取り組みのレベルアップを

図っていきます。

2013年度から、2015年度までの新たな環境自主行動計

画に沿って活動を開始しました。新しい環境自主行動計画

では、製品による環境貢献をさらに推進していきます。そし

て、事業活動における環境負荷低減の目標として、「水使用

量や廃棄物の削減」を新たに掲げ、低炭素社会、循環型社

会、自然共生社会に貢献していきます。これらの達成に向

けて組織的な活動を行い、NSKグループ全体の環境マネジ

メントのレベルアップ、さらにはグローバルマネジメント

の強化を図っていきます。

NSKグループでは、欧州、米州、中国の統括拠点に環境

管理機能を持たせ、各地域が自律的に環境への取り組み

をレベルアップする体制の構築を進めています。

2012年度は、各地域の拠点が計画に沿って取り組みを着

実に進められるよう、2015年度までの環境自主行動計画の共

有化を図りました。また、自己点検チェックシートを用いて、各

地域の取り組みレベルを把握し、課題を明確にしました。

中期目標（2013年度〜2015年度）

目標と実績

図1  NSKグループの環境マネジメント

2012年度の活動実績

意識する主な
ステークホルダー環境保全活動を推進する仕組み

環境マネジメント

豊かさを追求する人々の活動によって、資源の枯渇、地球温暖化による気候変動、生物多様性の喪失といった地球環境
問題への懸念が高まり、豊かであっても環境を悪化させることがない「持続可能な社会」の実現が、人類共通の課題と
なっています。企業には、環境への影響を低減する製品、サービスの提供や事業運営などを積極的に進めていくことが求め
られています。

お客様 従業員

次世代

株主・
投資家

サプラ
イヤー

地域社会

環境報告
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※1 CO2排出量は、環境省資料に準拠して算定しています。また、日本と日本以外の地域では、異なる係数を使用しています。　
※2 BODは、河川放流を対象としています。

資材・部品

電力
燃料

PRTR法対象物質1,176,937 MWh
2,134×10³ GJ

572 t

水
● 地下水
● 上水道 
● 工業用水

3,963×10³ m³
1,564×10³ m³
1,633×10³ m³
766×10³ m³

鋼材
油脂類 

565×10³ t
18×10³ t

資材・部品（日本）
【環境負荷物質】

NSKグループ

開発

設計

調達

生産

物流

エネルギー

水 排出ガス

排水量
● 河川
● 下水道
BOD※2

PRTR法対象物質
排出・移動量

2,603×10³ m³
981×10³ m³

1,621×10³ m³
3.2 t

105 t

総排出量
● リサイクル
● 埋め立て
● 焼却・ 水処理等

181,663 t
168,562 t

4,707 t
8,393 t

※1

CO2※1
NOx 
SOx

870,887 t
130 t
54 t

環境負荷物質（日本）排水

廃棄物等

（グローバル）INPUT （グローバル）OUTPUT
図2  事業活動における投入資源量と排出量 

環境マネジメントシステムの構築を計画的に推進
NSKグループでは、事業活動が環境に与える影響を的確

に把握し、効果的に削減していくため、量産の開始から3年

以内に環境マネジメントシステムの国際規格ISO14001の

外部認証を取得し、継続的に改善を進めていくことを方針と

し、2013年3月末現在、日本で22事業所、日本以外では36事

業所が認証を取得しています。

2012年度は、3事業所で認証取得に取り組み、1事業所が

取得を完了しました。残り2事業所では、2013年度の取得を

めざして取り組みを継続しています。

環境リスク低減をめざした活動
油流出事故や廃棄物の不法投棄などの未然防止や、環

境法令の遵守を徹底するための監査を、2011年度に引き

続き実施しました。また、製品の環境負荷物質の管理の強

化をめざして、工場担当者による自己監査などを行い、マ

ネジメントのレベルアップを図りました。

さらに、世界中のNSKグループの従業員の意識を高める

ことをめざし毎年実施するe-ラーニングにおいて、2012年

度は、化学物質や廃棄物管理におけるリスクをテーマにし

た内容とし、約8,600名が受講しました。

事故事例を共有し環境リスクを低減
NSKグループでは、油等の流出事故による環境リスクを

低減するため、工場内で少量の油がこぼれた場合でも、そ

の発生原因を追究し、再発の防止を図っています。

日本では、2006年度以降に発生した全ての事例をデー

タベースにし、同様のトラブルを防止するために全工場で

情報を共有しています。今後は、日本以外の工場でも情報

を共有していきます。

油等の流出リスクの低減活動（米州）
NSKブラジル社のスザノ工場では、フォークリフトでドラ

ム缶を運搬する際に誤って倒し、化学製品がこぼれてし

まったことを想定し訓練を実

施しました。訓練では、実際に

水 を 入 れ たドラム 缶 を倒し

て、従業員が流出経路をせき

止め、こぼれた水を回収する

ことで、作業手順や機材の確

認を行いました。

化学生物総合管理学会より「奨励賞」を受賞
NSKは2012年10月、特定非営利活動法人 化学生物総合

管理学会より「奨励賞」を受賞しました。過去5年間の化学

物質総合管理が、国際的に見て高い水準にあると評価され

ました。なお、奨励賞を受賞した企業は5社で、機械部品

メーカの受賞はNSKのみです。

2012 TOPICS

WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート

● 環境方針　　 ● 環境自主行動計画　　 ● 環境教育の実績　　 ● 環境会計　
● 環境マネジメント体制　　● 環境マネジメントの対象範囲　　● ISO14001の認証取得状況

写真1　��スザノ工場での訓練の様子

NSK CSRレポート2013 33

社
会
性
報
告

ガ
バ
ナ
ン
ス

環
境
報
告



4つのコアテクノロジーを駆使して、
社会の環境負荷低減に貢献

NSKの方針

これからの製品には、従来製品よりも高い性能ととも

に、より環境負荷低減に貢献することが求められます。

NSKでは、企業理念に定める「円滑で安全な社会に貢献

し、地球環境の保全をめざす」を実現するため、お客様や

社会のニーズを的確にとらえ、4つのコアテクノロジー（ト

ライボロジー、材料技術、解析技術、メカトロ技術）を駆使

した環境貢献型の製品や技術の開発を基本方針に沿って

進めています。そして、広く世界中に普及させていくこと

で、NSK製品が使われる機械の高度化や環境にやさしい

産業の発展に貢献し、社会全体の環境負荷低減をめざし

ています。（▶図1）

工作機械工作機械

「円滑で安全な社会」

持続可能な社会

「地球環境の保全」

家電製品

自動車

鉄鋼設備鉄鋼設備

風車風車

射出成型機

自動車

射出成型機

家電製品

自動車

家電製品

自動車

暮らしの中の
製品、技術の
高度化

暮らしの中の
製品、技術の
高度化

環境にやさしい
産業の発展
環境にやさしい
産業の発展軸受

精機製品

軸受

精機製品精機製品

自動車部品自動車部品

NSKの製品

4コアテクノロジー
● トライボロジー
● 材料技術
● 解析技術
● メカトロ技術

1

2

3

4

環境貢献型
製品開発の
基本方針

図1  4つのコアテクノロジーを駆使して、
　　社会の環境負荷低減に貢献

環境貢献型製品開発の基本方針

我々は、環境にやさしい製品を提供するために、研

究開発、設計、生産、使用、廃棄までのライフサイクルを

通して、環境負荷の最小化をめざした製品開発に努め

ます。

1.�お客様での使用時に、省エネルギー・省資源に　　
寄与する製品づくり

2.�製造時のエネルギー・資源使用量を 
極力低減した製品づくり

3.環境負荷物質の使用ゼロをめざした製品づくり

4.�低振動、低騒音、低発塵など人にやさしい製品づくり

意識する主な
ステークホルダー

気候変動による災害の甚大化や資源の枯渇などのリスクを低減するために、社会の仕組みを転換していくことが世界共
通の課題です。企業には、環境保全に役立つ新技術の開発や高度化、自然エネルギーの活用などに、製品やサービスを
通じて貢献していくことが求められています。

環境にやさしい製品·サービスの提供

環境貢献型製品
の創出

お客様 従業員

次世代サプラ
イヤー

株主・
投資家地域社会

環境報告
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製
品
名

第4世代
高効率円すいころ軸受

電動パワーステアリング用
高耐久・高剛性

スライダブル中間シャフト

ハイブリッド
トランスミッション・
オイルポンプ駆動用

タンデムワンウェイクラッチ

モータ用
低トルク･長寿命

グリース密封軸受

ダブルナット
冷却ボールねじ

高加減速 メガトルク
モータ™ PXシリーズ

Ｎ
Ｓ
Ｋ
で
の
技
術
開
発

・�フリクション30%低減
・�耐久性能50%向上
・�軸受内部仕様の最適

化設計
・�軌道面に特殊クラウニ

ング追加

・�スライド嵌合部の高剛
性化

・�スライド嵌合部のスラ
イド特性向上

（スライド時の耐摩耗
性向上と振動異音の
低減）

・�オイルポンプ使用環
境 下 に お ける 、ワン
ウェイクラッチ専用設
計の確立

・�ワンウェイクラッチの
並 列 配 置 による省ス
ペース設計

・�軸受の摩擦損失を最
大60%低減　

・�軸受の摩擦損失低減
と音響長寿命化を両
立するグリースを開発

・�ナット内の冷却構造の
最適化

・�ナット冷却に最適な予
圧構造

・�長尺ボールねじの高
精度化

・�モータロータの低慣性
モーメント化

お
客
様
で
の

環
境
貢
献

・ユニットの小型・軽量化

・自動車の燃費向上

・ハンドルフィール向上

・ハンドル振動抑制

・トランスミッション軽量化

・自動車の燃費向上

・モータの省エネ

・長寿命化

・�高速化、高精度化によ
る生 産 効 率とエネ ル
ギー効率の向上

・�LEDや小型ICなど検査
精度と処理能力を向上

・�ライン稼働率を向上

Neco 1.5 1.2 2.7 1.5 2.9 1.4

NSK製品は、摩擦の削減などにより環境保全に貢献する環境貢

献型の製品です。この機能をさらに高めていくため、NSKグループ

は、2001年度に「環境貢献型製品開発の基本方針」を制定しまし

た。さらに2008年度から、製品開発時に環境貢献度を定量的に評

価するための「ものさし」として、独自の「NSK 環境効率指標」（通

称Neco＝ネコ、NSK eco-efficiency indicators）を導入しました。

Necoは、従来製品との比較で、高めていくべき寿命や性能など

を示す「製品価値V」を、低減していくべき製品重量や消費電力な

どを示す「環境負荷E」で割って計算します。高性能で環境にやさし

い製品ほどNeco値が高くなり、NSKは、その値で1.2以上をめざし

ています。（▶図2）

「NSK環境方針」や「環境貢献型製品開発の基本方針」に

基づき、より多くの環境貢献型製品や技術を創出します。ま

た、製品の使用段階におけるCO2排出削減貢献量の算出

も進めていきます。

環境貢献型の新製品を16製品開発
2012年度は、お客様の省エネルギーや省資源に貢献す

る環境貢献型の新製品を16製品開発しました。その一部

を、表1で紹介します。

また、NSK製品がお客様で使用される際のCO2排出削減

貢献量を、電動パワーステアリングと射出成形機用ボール

ねじで算出しました。

WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート

● 製品の詳細情報

表1  2012年度に開発した主な環境貢献型製品

図2  環境貢献型の開発製品数

2012年度の活動実績

中期目標（2013年度〜2015年度）

目標と実績

製品価値V（寿命、性能など）
環境負荷E（製品重量、消費電力など）

Neco ＝

2008年度から導入した
「NSK環境効率指標（Neco）」1.2以上の開発製品

2001年度に制定した
「環境貢献型製品開発の基本方針」に合致する開発製品

0

40

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

80

15
43

120

160

200
製品数（累計）

（年度）

26

64 75
96 14 28 44 61 77

110
124

140
157

173

環境貢献型製品とNSK環境効率指標Neco
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（P.37～38）

● 効率的な生産
● 省エネ設備の導入
●  CO2排出の少ないクリーン
    エネルギーへの転換

生産

事業活動での
省エネ活動

地球温暖化防止地球温暖化防止

社会の省エネを支える
環境貢献型製品づくり

（P.38）

● 共同輸送
● モーダルシフト
● エコドライブ

物流

● 節電
● 省エネ機器の導入
● 「クールビズ」・
　 「ウォームビズ」

オフィス

● エコカーへの転換
● エコドライブ

営業

（P.34～35 環境貢献型
製品の創出）

● エネルギーロスの
 少ない設計
● 長く使える設計

開発・設計

●  省エネ製品の提案

営業

（P.38）

社会の省エネを支える「環境貢献型製品づくり」と
「事業活動での省エネ」を推進

NSKの方針

NSKグループは、社会全体のCO2排出量の低減に向け

て、環境貢献型製品の開発と普及促進※1に注力していま

す。製品が組み込まれる自動車や工作機械などが動く時の

エネルギーロスを削減し、地球温暖化の防止に貢献しま

す。また、生産効率の向上や省エネ設備の導入、クリーンエ

ネルギーへの転換など、事業活動でのCO2排出量の低減

に向けた活動を推進します。（▶図1）
※1 環境貢献型製品については、P.34〜35を参照ください。

中期目標（2013年度〜2015年度）

目標と実績

事業活動のCO2の排出量を削減
NSKグループは、地球温暖化防止に向けて、生産・物流・

オフィスに関するCO2排出量削減目標を設定し、達成に向

けて、エネルギー管理の徹底などに取り組んでいきます。

図1  「環境貢献型製品づくり」と「事業活動での省エネルギー」で地球温暖化防止に貢献

地球温暖化対策 2015年度までの目標

生産　
日本　CO2排出量原単位を2011年度比4%削減
	 CO2排出量を2015年度に2011年度実績以下
日本以外　
	 CO2排出量原単位を2011年度比4%削減

物流
日本　CO2排出量原単位で2011年度比4%削減

オフィス
日本　CO2排出量原単位を2011年度比12.2%削減

CO2排出量原単位：生産：CO2排出量　　付加価値生産高

	 物流：CO2排出量　　輸送量

	 オフィス：CO2排出量　　床面積

省エネルギー・CO2排出抑制への取り組み
地球温暖化対策
地球温暖化による気候変動が進み、海面上昇、干ばつや集中豪雨などの被害の甚大化、感染症の拡大、生態系への影響
などが深刻化する懸念が高まっています。CO2などの温室効果ガスの大幅な削減に向けて、自然エネルギーの利用拡大
や国際的な枠組みづくりについての議論もなされています。企業には、低炭素社会の実現に向け、省エネルギーにつな
がる新技術の開発や高度化、省エネルギー製品の普及、事業活動からのCO2排出抑制など、積極的な取り組みが求めら
れています。

意識する主な
ステークホルダー

お客様 従業員

次世代

株主・
投資家

サプラ
イヤー

地域社会

環境報告
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0

0

（P.37～38）

● 効率的な生産
● 省エネ設備の導入
●  CO2排出の少ないクリーン
    エネルギーへの転換

生産

事業活動での
省エネ活動

地球温暖化防止地球温暖化防止

社会の省エネを支える
環境貢献型製品づくり

（P.38）

● 共同輸送
● モーダルシフト
● エコドライブ

物流

● 節電
● 省エネ機器の導入
● 「クールビズ」・
　 「ウォームビズ」

オフィス

● エコカーへの転換
● エコドライブ

営業

（P.34～35 環境貢献型
製品の創出）

● エネルギーロスの
 少ない設計
● 長く使える設計

開発・設計

●  省エネ製品の提案

営業

（P.38）

2012 TOPICS

2012年度の活動実績

CO2排出量原単位の目標を達成
2012年度の日本の生産部門と技術部門のCO2排出量

は、減産の影響により、電力のCO2換算係数を固定しての

算定では2006年度実績以下の目標に対し、15.5％の削減

となりました。CO2排出量原単位は、各工場でテーマ別の

ワーキンググループ活動（P.38）などを着実に進めた結果、

1999年度比-12.2％の目標を超える-13.5%を達成しました。

また、電力供給不足による夏期の電力ピークカットに対し

ては、省エネルギー対策と自家発電機による発電を並行し

て推進し、電力会社からの節電要請に対応しました。

日本以外の工場のCO2排出量は、2011年度に比べ5.6%

増加しましたが、CO2排出原単位は2008年度比-4.0%の目

標を超える-14.1%を達成しました。

日本の物流部門では、トラックから船舶へのモーダルシ

フトの対象拡大と積載効率の向上を進めた結果、エネル

ギー消費原単位は2006年度比で-10.0%の目標を超える

-10.7%を達成しました。

NSKグループでは、「生産設備」「熱処理設備」「コンプ

レッサー」など、幅広い設備を対象に、網羅的に省エネル

ギー活動を推進しています。具体的には、下記のような活

動に取り組んでいます。

設備の効率的な運用
生産ラインの集約や、設備の保全活動を通じた運用改

善などにより、生産ラインの稼働率を上げ、効率的なエネ

ルギー利用を推進しています。

省エネ設備の導入
空調設備や、圧縮空気を供給するコンプレッサーの省エ

ネルギーなど、各工場が抱える共通の課題について情報を

共有し、先進的な事例を他の工場に展開しています。

クリーンエネルギーへの転換
重油や灯油などCO2を多く排出する燃料から、排出量の

少ない電力や天然ガスへの転換を推進しています。

WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート

● CO2排出量

生産／
各工場で網羅的に省エネ活動を推進

生産／
大津工場にコ・ジェネレーションシステム導入

大津工場では、電力ピーク時の電力供給リスク対応と地

球温暖化防止に向けてコ・ジェネレーションシステムを導

入しました。この設備は1,000kWのガスエンジン発電機と2

台の排熱投入型吸収式冷温水器で構成され、電力需要が

高まる夏季や冬季の電力ピーク時の安定した電力供給に

寄与します。また、発電の際に発生する排熱は吸収式冷温

水器にて再利用され、冷暖房に使用される都市ガスの量

の28%を削減することができます。大津工場ではコ・ジェネ

レ ーションシステ

ムの活用に加え、さ

まざまな省エネ施

策を実 施 すること

で、年間700tのCO2

排出量の削減効果

があります。

0 0

20 20

40 40

48.5
41.8 38.8

44.7 42.7 39.5

60 60

-20 -20

0 0

原単位削減率（%） 原単位削減率（%）

（年度） （年度）
1999 2007 2008 2009 2010 2011 2012

-13.1

-7.7 -7.8 -4.1
-10.5 -11.4 -12.2

-8.6 -9.6 -11.1 -11.8 -13.5

排出量 (万t-CO2) 排出量 (万t-CO2)

37.7

原単位削減率実績
原単位削減率目標

原単位削減率実績
原単位削減率目標

原単位削減率実績
原単位削減率目標

図2  CO2排出量原単位・排出量の推移 （日本・生産）
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2012

1.93

-4.1

写真1　��導入したコ・ジェネレーションシステム

図3  CO2排出量原単位・排出量の推移 （日本以外・生産） 図4  エネルギー消費原単位・CO2排出量の推移（日本・物流）
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エネルギーロスの特定と改善策の実施
NSKグループの工場では、多くの熱処理炉を使用して軸

受の部品を加熱しています。熱処理の工程では多くのエネ

ルギーを消費するので、省エネを重点的に進めるための

ワーキンググループ活動を工場横断的に実施しています。

各炉に電力計やガス流量計を取り付け、エネルギー使用

量を把握し、効率的な稼動に役立てています。同時に計測

結果を基に各炉で使用される熱の出入りを分析し、同じ種

類の炉同士を比較することで、ムダにエネルギーを消費し

ている炉を特定し、改善策を検討・実施することによりエネ

ルギー消費量の削減にも取り組んでいます。

タイのサイアムNSKステアリングシステムズ社では、圧

縮空気をつくる時に発生する水をタンクから抜くため、従

来は1時間に30秒ずつ自動的にバルブを開く装置を設置し

ていました。これを、水が溜まったときのみ自動的にバルブ

を開く装置に変更しました。この結果、圧縮空気がムダに

放出されることがなくなり、CO2排出量を削減することがで

きました。

物流／
製品物流と調達品物流の両面から省エネを推進

生産／
日本以外での省エネルギー活動事例

生産／　　　　
熱処理・ワーキンググループ

NSKグループは、「環境配慮型物流方針」の下、製品物流と調

達品物流の融合による積載効率向上や、モーダルシフトの導

入により、輸送にかかる環境負荷の低減に取り組んでいます。

製品物流と調達品物流の融合
製品と部品の輸送を融合した「共同輸送」により、物流効

率の向上を図っています。複数のお取引先を地域別に集

荷するミルクラン方式や、お客様に製品を納品した帰り便

を有効活用した輸送により、車両台数や走行距離の削減に

取り組んでいます。

モーダルシフト
輸送のリードタイムとコストとの調整を図りながら、ト

ラック輸送と比べCO2排出量の少ない船の利用を推進して

います。また、積載効率の向上も進めています。

本社、支社、営業所などの部門では、節電対策を中心に

省エネ活動を推進しており、2012年度の目標である2010

年度比4.9%削減に対し、18.5%の削減を達成しました。空

調温度管理や不要時の消灯・電源オフなどの日常管理の

徹底と、高効率の照明器具や空調設備など省エネ設備・機

器への更新に加え、トップダウン、ボトムアップの双方向で

節電意識を啓発する活動を展開しています。

2013年6月、NSK本社のリノベーションが完了しました。

夏季は日射を遮り、冬季は採光を促す外装アルミバーの設

置や、最新の省エネ型の照明、空調、OA機器などの導入に

より、大幅な省エネを達成しました。

オフィス／
本社・営業部門の省エネ活動

生産／
スピンドル・ワーキンググループ

研削加工工程の省エネルギー
スピンドルは、軸受の部品などを高精度に研削加工する

ために砥石を高速・高精度で回転させるユニットです。ス

ピンドルを高速・高精度で回転させるときに膨大な量の圧

縮空気を使用しますが、圧縮空気をつくり出すためには電

力も大量に必要となります。

そこでNSKグループは、圧縮空気の使用を大幅に削減で

きるグリース潤滑方式の省エネスピンドルを開発し、各工

場で計画的に切り替えを行い、エネルギー消費量の削減

に取り組んでいます。2012年度は、80台のスピンドルを切

り替えました。また、部品を加工していない時にスピンド

ルを停止し、圧縮空気を自動的に遮断することで、エネル

ギー消費量を減らす取り組みも推進しています。2012年度

は106台のスピンドルで実施しました。

また、NSKブラジル社スザノ工場では、工場内の明るさ

を適正に維持しながら照明設備を見直すことで、省エネル

ギーに取り組んでいます。

Before After

Before After

写真2　サイアムNSKステアリングシステムズ社での圧縮空気のムダ対策

写真3　スザノ工場での照明設備の省エネ対策

環境報告 地球温暖化対策
省エネルギー・CO2排出抑制への取り組み

NSK CSRレポート201338



開発・設計

調達 工場 物流

3Rを考えた製品設計

リデュース・リサイクル
・調達量の削減
・リサイクル品の調達

リデュース・リユース
・歩留まり向上
・加工条件の見直し
・工程の改善
・廃棄物の分別
・排出物のリサイクル性改善
・リサイクル用途の開拓

リデュース
繰り返し使用できる
梱包・包装

サプライヤー
3Rを考えた
部品・原材料
づくり

お客様
3Rを考えた
製品づくり

リサイクル

焼却・
水処理

埋め立て
廃棄物等

情報の流れ

・再使用
・再生利用
・熱回収

情報の流れ
資源の流れ

通い箱など通い箱など

製品
部品

原材料

企業活動のすべての領域で
資源の有効活用を推進

NSKの方針

NSKグループは、3R（リデュース・リユース・リサイクル）

の取り組みを進め、循環型社会の構築に貢献していきま

す。開発･設計部門では、素材をムダなく活用して生産で

き、使用後にリサイクルしやすい製品の開発に努めます。

生産・物流の段階で、廃棄物等の発生量の削減を図るとと

もに、発生した廃棄物もリサイクルを進め、埋め立て処分

「ゼロ」をめざします。（▶図1）（エネルギー資源の削減は、

地球温暖化対策P.36〜38をご覧ください）

NSKグループは、よりレベルの高い3Rの推進に向けて、

資源の有効活用、リサイクル率、埋め立て処分率について

の厳しい目標を設定し、取り組みを強化します。

日本の生産拠点では、既に100%に近いリサイクル率と

高いレベルでのゼロエミッション（埋め立て処分率ゼロ化）を

達成しています。そのため、新たに産業廃棄物の排出量原単

位の削減目標を設定し、活動のレベルアップをめざします。

中期目標（2013年度〜2015年度）

目標と実績
2013年度以降のリサイクル率、ゼロエミッション、埋め立て処分率、産業廃
棄物の排出量原単位等の定義は、下記の通りです。

図1  循環型社会への貢献をめざした3R

2015年度までの目標
開発・設計、生産　 
加工方法の変更などにより素材のムダを削減

生産�
日本	 廃棄物等のリサイクル率※1 99.99％以上、 
	 ゼロエミッション※2 の維持 
	 産業廃棄物の排出量原単位※3 を2011年度比4％削減 
	 水使用量原単位を2011年度比4%削減※4 
日本以外	 廃棄物等のリサイクル率99.0％以上 
	 水使用量原単位を2011年度比4%削減※4

物流�
日本	 梱包資材廃棄量原単位を2007年度比8%削減※5

※1 �リサイクル率（日本・日本以外）＝

※2 �ゼロエミッションを「埋め立て処分率0.01％未満」と定義しています。

※3 �産業廃棄物の排出量原単位（日本）＝

※4 �水使用量原単位＝

※5 �梱包資材廃棄量原単位＝

産業廃棄物量

付加価値生産高
水使用量

付加価値生産高
梱包資材廃棄量

生産高

リサイクル量

総排出量−減量化量
×100�（%）

埋め立て処分率（日本）＝ ×100�（%）
埋め立て処分量

総排出量−減量化量

大量生産、大量消費、大量廃棄型の経済活動によって、将来、さまざまな資源が枯渇する懸念が高まっています。そのた
め企業には、素材の採取から製品が使用され廃棄に至るまでのライフサイクル全体で、資源の有効活用に配慮し、循環
型社会の構築に貢献していくことが求められています。

意識する主な
ステークホルダー

資源の有効活用への取り組み

省資源・
リサイクル対策 株主・

投資家地域社会

お客様 従業員

次世代サプラ
イヤー

環境報告
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自動車用ハブユニット軸受の部品製造時の
形状を最適化

ハブユニット軸受は、自動車のタイヤが取り付けられてい

る部位に使用される軸受です。この軸受の「外輪」と呼ばれる

部品は、鋼材を1,000℃以上の高温に加熱してプレス機で押

しつぶす「熱間鍛造」という方法で成形し、その後、旋削と呼

ばれる機械加工を行い、精度が必要な部分を削り完成部品

に近い形状に仕上げていきます。NSKは、鍛造後の部品の最

適な形状をシミュレーションし、旋削加工で削り落とす部分

の量（取り代）を少なくすることで、原料として使用する鋼材

を10～20％削減しました。また、取り代部分の鋼材が少なく

なったことで加熱のためのエネルギーも減り、省エネルギー

も実現しました。

省資源については、部品の鍛造形状の変更などにより着

実に鋼材のムダを削減しました。

リサイクルについては、日本の工場では、廃棄物等の分

別強化や新たな処理委託先の選定を行ったことで、リサイ

クル率99.7％、埋め立て処分率0.012%となり、2012年度の

目標のリサイクル率99.5%以上、埋め立て処分率0.05%以

下を達成しました。しかし日本以外の工場については、イギ

リスや中国で油分を含む研削くずのリサイクル化が難行

し、リサイクル率が91.0%となり、目標の92%以上を達成す

ることができませんでした。

また、日本の工場の水使用量の原単位については、2011

年度に比べ8.5％削減することができました。（▶図2、図3）

2012 TOPICS

図2  廃棄物等の排出量・リサイクル率・埋め立て処分率 
（日本・生産）

図3  水使用量・原単位の推移（日本・生産）

開発・設計／
シミュレーションシステムを活用し
鋼材の使用量を10〜20%削減

2012年度の活動実績

取り代大 取り代小取り代大 取り代小

After

写真1　ハブユニット軸受用部品の取り代削減

拡大
Before

環境報告 省資源・リサイクル対策
資源の有効活用への取り組み
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リサイクル率向上への取り組み（日本）
2012年度は、鋼球の製造工程から排出される油を含む

汚泥のリサイクル方法を変更しました。これにより日本の工

場全体におけるリサイクル率が0.6%改善しました。

オフィスの廃棄物管理担当者への教育を実施（日本）
日本では、生産拠点ではないオフィス等であっても、廃プ

ラスチックなどの産業廃棄物を排出する場合は、排出事業

者として法律に定められる責任を果たし、適切に処分しな

ければなりません。

2012年度は、すべての営業拠点で廃棄物管理担当者を

対象に、産業廃棄物を排出する時に注意すべきリスクと、

遵守すべき法令についての教育を行いました。

生産／
省資源、リサイクル対策を推進

物流／
梱包・包装資材の削減

オフィス／
廃棄物管理の強化

使用済み梱包・包装資材などのリユースを強化
NSKグループでは、使用済みの梱包・包装資材をきめ細

かく分別することで、廃材の削減を図っています。

床洗浄液の再生利用（アメリカ）
NSKステアリングシステムズ･ア

メリカ社ベニントン工場では、床

洗浄により発生する廃液を再生す

る装置を導入しました。従来は、毎

月ドラム缶で約60本分の廃液処

分を社外の廃棄物業者に委託し

ていましたが、この装置の導入に

より約25本に減らすことができま

した。また、洗剤の使用量も60%削

減することができ、資源の有効利

用とともにコストダウンにもつな

がりました。

WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート

● 工場の廃棄物データ

写真2　ベニントン工場に
	 導入した床洗浄
	 廃液の再生装置

Before After
写真3　壊れた木製パレットを修理し再使用

2012年度は、壊れて使用できなくなった木製パレットか

ら、木材として使用できる部位を集め、再度パレットとして

リメイクすることにより、廃棄する木材の量を20%削減する

ことができました。

加工精度の向上と廃棄物の排出量削減を推進

NSKステアリングシステムズ株式会社
赤城プラント 総務人事課 副主務  

樺沢 道夫

　電動パワーステアリングなどを生産するNSKステアリングシステムズ赤城プラントで

は、既にリサイクル率100％を達成し、今は、設備や生産方法の改善による排出量の削減

など、3Rのレベルアップに取り組んでいます。

　工場では、部品の精度を高めるために、刃物による切削から砥石による研削へと加工方

法の変更を進めてきました。研削する際には、部品に研削液をかけて、冷却と同時に発生

する「研削くず」と呼ばれる削りカスを洗い流します。研削液は一箇所に集められ、ろ過す

ることで研削くずを取り除き、ふたたび機械に供給されます。従来、研削くずはスラッジと

してリサイクルされていましたが、今回、新たに圧縮機を

導入し固形化することで、スクラップとして製鋼メーカーで

原料にすることができました。同時に、絞り出された研削液

を回収することで、工場の産業廃棄物の排出量を前年度よ

り約70%削減できました。

　3Rは奥が深く、まだまだ道半ばです。今後も、「改善に終

わり無し」の精神で進めていきます。

NSK CSRレポート2013 41

社
会
性
報
告

ガ
バ
ナ
ン
ス

環
境
報
告



開発・設計

● 環境配慮設計
● 安全な材料への切り替え

環境負荷物質にかかわる情報

調達

● グリーン調達
● 輸出入関連法令の確認
● サプライヤーの監査

生産・物流

● 環境負荷物質保証体制の構築
● 環境負荷物質の使用削減

NSKグループ

マネジメント（役割の明確化、方針、ルール、体制整備 など）

社会（社会の動き、法律、お客様の要求 など）

お客様

NSKグループは、世界各国の法規制やお客様の自主基

準に先行して、「環境負荷物質使用ゼロをめざした製品づ

くり」を進めています。今後も、ますます厳しくなると予想さ

れる規制に対応し、常に安全な製品をお客様に提供する

ため、開発・設計、調達、生産・物流の各段階を通じて環境

負荷物質を厳重に管理しています。（▶図1）

環境負荷物質管理の仕組みをレベルアップ
安全な製品を提供するため、環境負荷物質が含まれな

いことを確実に保証できる体制づくりを推進します。2015

年度までの到達目標は右記のとおりです。

グローバルな環境負荷物質管理をより一層進めるた

め、開発・設計時の管理体制の強化や製品を生産する世

界中の事業所でのグリーン調達の展開などを行います。

また、最新のNSK環境負荷物質リストに基づいた部品や

原材料の環境負荷物質の含有調査を行い、グローバルに

データベースを拡充することに重点的に取り組みます。さ

らに、生産工程で取り扱う環境負荷物質の使用量削減を

めざします。

中期目標（2013年度〜2015年度）

目標と実績

規制を先取りした取り組みを推進

NSKの方針

図1  環境負荷物質の管理

環境負荷物質対策 2015年度までの目標

開発・設計
製品に環境負荷物質を含まない
開発・設計の管理体制構築

化学物質管理システムの活用による管理の効率化

調達
世界中の主要サプライヤーへの
NSKグリーン調達の展開を完了

生産
グローバルに製品の環境負荷物質保証体制を完成

日本　PRTR法対象物質の取扱量原単位を
　　　2011年度比6％削減

意識する主な
ステークホルダー

現在、多くの化学物質が使用され、わたしたちの生活を便利なものにしています。しかしその中には、人の健康や環境に
影響を及ぼすものもあります。2002年の地球サミットで、「化学物質が、人の健康と環境にもたらす著しい悪影響を最小
化する方法で使用、生産されることを2020年までに達成することをめざす」ことが再確認され、国際社会が協力し化学物
質管理を厳格化する取り組みが進められています。

環境負荷物質の適切な管理

環境負荷物質
対策

お客様 従業員

次世代サプラ
イヤー

地域社会 株主・
投資家

環境報告
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環境負荷物質管理体制をグローバルに強化
製品に環境負荷物質を含有していないことを確実に保

証するための取り組みを、日本だけでなく、全世界の工場

で実施するとともに、その状況を監査することで、管理の強

化に努めています。

2012年度は、世界各国の工場で管理体制強化に向け

て、活動内容や監査手法などについての教育を実施しまし

た。また、各工場で自主監査を行い課題を明確にし、規定

の整備や環境負荷物質の含有調査について、取り組みを

強化しました。さらに、世界中の工場が自律的に自主監査

やサプライヤー監査をできるよう、日本で39名、日本以外

で41名の環境負荷物質監査員を養成し、合計で202名にな

りました。

「NSK環境負荷物質リスト」に沿って活動を推進
NSKでは、約3,200種類の化学物質を「NSK環境負荷物質

リスト」に禁止物質、削減物質、管理物質として登録し、環境

負荷物質の使用ゼロをめざした製品づくりを進めています。

法規制の先取りと、グローバルな対応を強化
2012年度は2011年度に引き続き、欧州における法規制

の改定などに対応し、NSK環境負荷物質リストの見直しを

行うとともに、日本だけでなく世界中の生産事業所で部品・

原材料の環境負荷物質含有調査を実施し、環境負荷物質が

製品に使われることがないよう、管理の強化を進めました。

また、生産工程で使用する化学物質の管理の強化も継

続しています。2012年度は、PRTR法対象物質の取扱量原

単位の2010年度比5%削減を目標に取り組みましたが、

3.2%の増加となり、目標を達成できませんでした。

2012 TOPICS

2012年度の活動実績

マネジメント／
環境負荷物質管理体制の強化

設計／
環境負荷物質ゼロに向けて

2012年度は、前年度に引き続き部品・材料のサプライ

ヤーなどに対して、NSK環境負荷物質リストに基づいた調

査を行い、NSK禁止物質がNSK製品に含有しないことを確

認しました。

グリーン調達基準書を周知する活動を世界中で展開
NSKグループは、サプライヤーと協力しながら環境負荷

物質の管理の強化に努め、環境に配慮した部品や原材料

の調達を図っています。さらに活動を強化していくため、「グ

リーン調達基準書」を日本以外の地域においても展開を進

めています。2011年度の中国に続き、2012年度は欧州、イ

ンドネシア、タイ、マレーシアおよび韓国にて、現地のサプ

ライヤーに基準書を周

知するための活動を実

施しました。

今後も、世界中の生産

事業所で、サプライヤー

と協働しながら、安心で

安全な製品づくりに取り

組みます。 写真1　��インドネシア ジャカルタ工場での
説明会の様子

調達／
グリーン調達

WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート

●グリーン調達

環境負荷物質管理の強化に取り組んでいます

張家港恩斯克精密機械有限公司
総務労働課 

李 俊

2012年に、NSK本社総合環境部の指導を受け、環境負荷物質管理の強化に向けた取

り組みを開始しました。生産工程で使用する油剤のMSDS（製品安全情報シート）に記載

される化学物質と、中国の法律やNSKの社内規定との整合性の確認や、工場が購入す

る副資材に環境負荷物質が含まれていないことの把握など、苦労も多くありました。しか

し、活動を進めることで総務、品質保証、生産など社内の関係部署や、サプライヤーとの

協力関係が深まったと感じています。今後も、NSKの環境負荷物質の管理基準を満たし

ていけるよう取り組んでいきます。
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生産／
環境負荷物質の使用削減 生産／

土壌・地下水汚染対策

多摩川工場跡地で油汚染土壌対策が完了（日本）
東京都大田区にあった多摩川工場は1999年に工場を

閉鎖し、跡地の一部を倉庫として利用していました。2010

年に倉庫も閉鎖し、建屋を解体するにあたって土壌汚染

調査を実施しました。その結果、有害物質による汚染はあ

りませんでしたが、油による汚染が一部の土壌と地下水で

確認されたため、「大田区土壌汚染防止指導要綱」に基づ

き、2012年に土壌汚染対策を実施しました。油臭、油膜が

確認された土壌はすべて

場外搬出し、清浄な土壌と

入れ替え、対策後は土壌お

よび 地 下 水 に油 臭、油 膜

がなくなったことを確認し

ました。

塩素系添加剤を含有する加工油剤の全廃を推進
塩素系添加剤を含有する加工油剤を焼却処分すると、

有害なダイオキシンを発生する可能性があるため、NSKグ

ループでは、全廃に向け取り組みを行っています。加工性

や品質への影響を確認するテストを繰り返し、2012年度に

は、新たに1品目を代替品に切り替えることができました。

ブローチ加工や多段プレス加工などの厳しい条件での加

工に用いられる6品目の油剤が残り、目標の全廃は達成で

きませんでした。引き続き、2013年度も全廃に向けてさら

に取り組みを進めます。（▶図2）

PRTR 法※１対象物質の取扱量を6%削減
2008年度の法改正に伴い新たに対象物質が増えたことに

より、大幅な取扱量の増加となりました。生産工程で使用す

る油剤などに含有する対象物質を削減するため、2012年度

は取扱量原単位で2010年度比5%削減を目標に掲げました。
写真1　�多摩川工場跡地における 

土壌汚染対策工事

図2  塩素系添加剤を含有する加工油剤の品目数の推移 図3  PRTR法対象物質の取扱量の推移

調達／
サプライヤーの監査

現地監査で改善を促進
環境負荷物質の含有や付着する可能性の高い部品や

原材料を納入するサプライヤーに、定期的に、環境負荷物

質監査員の資格を持ったNSKグループの担当者が訪問し

NSKの監査チェックシートを用いて監査を行うことで、

サプライチェーン全体で活動を強化することをめざしてい

ます。

2012年度は、日本で52社のサプライヤーの現地監査を

実施しました。監査を通して明らかになった課題は、サプラ

イヤーと連携しながら改善をフォローアップしています。今

後は、日本以外のサプライヤーの監査を実施し、さらなる

環境負荷物質管理体制の強化に取り組みます。

2012年度は、原単位では2010年度比3.2%の増加となり

ましたが、空調用の燃料の転換や排水処理剤の変更などの

施策を計画的に進め、取扱量では6%削減しました。

（▶図3）

VOC排出量を10%削減
トルエンやキシレンなどの揮発性有機化合物（VOC 

=Volatile Organic Compounds）を含む溶剤や接着剤など

を使用する製造工程があります。それらの工程では、地道な

活動を積み重ね、2012年度の大気への排出量を2011年度

比で10%削減し、88.6tとしました。

※1 �PRTR法：「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の
促進に関する法律」化学物質の環境への排出量を把握し行政機関に報
告することで、管理の改善を促す日本の法律

生産／
環境負荷物質の排出削減

環境報告 環境負荷物質対策
環境負荷物質の適切な管理
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NSKの事業活動が、生物多様性に与える直接的な影響

は比較的少ないものの、省エネや大気・水質管理などの取

り組みを積極的に推進することが、生物多様性の保全につ

ながっています。また、鉄鋼メーカーなどから調達する材

料も、サプライチェーンを遡っていくと間接的に生物多様

性への影響を与えています。NSKは、事業が直接的・間接的

に生物多様性に与える影響を明らかにすることで、事業活

動の改善につなげるとともに、社会貢献活動などを通して

も、生物多様性保全に貢献していきます。

NSKグループでは、2011年度から「生物多様性とは何か」

「生物多様性に影響を与える活動」などをテーマに、日本の

従業員への教育を開始しました。2012年度は、日本での教

育を継続して実施するとともに、生物多様性に関する現状

調査を行いました。今後は、日本以外の工場にも活動を拡

大していきます。

2012年度にNSK自社工場敷地内の調査を実施した結果、

福島工場には野鳥のケリ※1が生息し、桐原精機プラントで

は植物のキンラン※2などが生育していることが判明しまし

た。これを受け、各工場では生

育環境の保全などの保護施策

を実施しました。

生物多様性に及ぼす影響の評価と対策を実施
NSKは、事業活動が生物多様性に影響を与える要因を洗

い出すとともに、従業員の認識を深めるための教育を実施

していきます。また、工場敷地内の希少種保護や社会貢献

活動の拡大などに努めていきます。

2010年度に「生物多様性ガイドライン」を策定し、ガイド

ラインに沿って、2011年度からは日本の自社工場、2012年

度からは日本のグループ会社で現状調査を実施し、取り組

みを開始しました。

中期目標（2013年度〜2015年度）生物多様性とのかかわりを認識し事業を推進

2012年度の活動実績

目標と実績

WEB 当社Webサイトに補足資料を掲載
NSKトップ＞CSR＞CSRレポート

● NSK生物多様性ガイドライン

2012 TOPICS

生物多様性保全の重要性を啓発 工場敷地内の調査と希少生物の保護

写真1　福島工場に生息するケリ

NSKの方針

※1	 ふくしまレッドリスト絶滅危惧Ⅰ類
※2	 環境省レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類、
	 神奈川県レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類

地球上には、森、里山、川、海、湿原などさまざまなタイプの自然が存在し、それぞれの環境に適応して進化した約3,000万
種もの生物がいます。これらの生物は、光合成などによる酸素・二酸化炭素の循環や食物連鎖などを通して、互いにつな
がり合い、支え合って生きています。わたしたちの生活も、食料や衣類をはじめ、生物多様性の恵みなしには成り立ちませ
ん。生物多様性の保全に向けて、1992年の地球サミットでは「生物多様性条約」が締結され、日本でも2010年には経済界
を中心に「生物多様性民間参画イニシアティブ」が設立されました。

意識する主な
ステークホルダー生物多様性の保全に向けた取り組み

生物多様性保全 お客様 従業員

次世代サプラ
イヤー

地域社会 株主・
投資家

環境報告
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1   新中期経営計画とCSR目標の融合
今年度は第4次中期経営計画がスタートし、その中にいく

つかのCSR目標が組み込まれました。NSKグループは2016

年に創立100周年を迎えますが、それに向けて掲げた売上

高1兆円の成長目標を達成するために、「安全・品質・コンプ

ライアンス」を最重要課題として位置付けており、重要な成

長ドライバーである新興国市場でのプレゼンス拡大をめざ

して、グローバルマネジメントの強化が図られようとしてい

ます。その結果、ガバナンス充実、コンプライアンス強化、地

域社会への適応のようなCSR課題が明確に識別され、同時

にエネルギーや気候変動などの環境問題への取り組み姿

勢も強く打ち出されました。これらはCSRマネジメントの目

標・実績総括表にも反映されており、旧来の次年度目標に

加えて今年度からは中期経営計画に合わせた2015年度目

標も併記されるようになっています。

こうした改善は、企業成長にとって持続性配慮が不可欠

なインフラであることを認識し、それを経営戦略の基盤に

据えようとする方向性に沿うものであり、NSKグループの統

合思考をよく表していると評価できます。

2   コンプライアンス体制の強化
特に、コンプライアンス体制の強化に関しては、今年度も

引き続いて改善が行われています。一昨年来の懸案事項で

ある独占禁止法違反事件の再発防止策として、これまでも

コンプライアンス委員会・推進室の設置，社内規程の整備、

役員・従業員へのガイドブック配布、誓約書の提出、コンプラ

イアンス教育といった多面的な施策が推進されてきました。

今年度は、事業のグローバル展開に合わせた内部監査体制

の強化を目的として，経営モニタリング室が経営監査部に

改組され、これによってコンプライアンス監視機能にも改善

が見られています。

コンプライアンス対策の有効性は、DJSIやFTSE4Goodのよ

うなSRI指数に今年度も組み込まれていることで、外部的に

一定の評価を受けていると考えられますが、不公正取引の

根絶は容易ではないので、今後も継続的な対策推進が期待

されます。

3   今後の課題
昨年指摘した報告バウンダリーの連結ベース化や報告

スコープのバリューチェーン拡張に関しては、少しずつ改

善が進められています。しかし、グローバル市場には特有

のCSRリスクがあり、それらを適切にコントロールするため

に、的確なリスク評価と十分な対策が必要になります。現在

は労働関連指標や一部の環境指標が国内ベースで管理さ

れているので、まずはこれらをグローバルベースに格上げ

するために、情報管理体制の整備が今後の課題になりま

す。グローバル企業に相応しい情報開示のさらなる推進が

期待されます。

株主・投資家についての考え方・方針

株主・投資家の皆さまとのコミュニケーション

株主・投資家とのかかわり

NSKは、経営情報を迅速かつ公正に開示するとともに、

安定的な利益還元に努め、株主・投資家の皆さまの期待に

応える企業であり続けたいと考えています。

情報ツール
NSKでは、「アニュアルレポート」や「NSKグループ報告

書」（事業報告書）を発行し、財務状況や事業トピックスをご

報告しています。また、ホームページの「投資家情報」では、

これらのレポート・報告書とともに決算説明会の資料や財

務データなども公開しています。今後もタイムリーな情報

公開に努めるとともに、これらのコンテンツの充実を図って

いきます。

NSKは株主の皆さまに対する利益還元を重要な経営方

針の一つに位置付けています。配当については、安定的な

配当を継続的に実施していくことを基本とし、連結ベースで

の配当性向や業績水準などを勘案して決定しています。

財務面だけでなく、環境・社会面での高い評価を併せ持

つ企業は、長期的に持続可能な成長を期待される企業と評

価され、SRI（＝Socially Responsible Investment社会的責

任投資）の対象としてだけではなく、幅広い機関投資家から

ますます重要視されています。当社は、世界的にその信頼

性が認められた、4つの代表的なSRIインデックスに組み入

れられています。（2013年3月末現在）

株主・投資家の皆さまに適正な投資判断をしていただく

ために、IR専任部署を設置し、積極的にコミュニケーション

を図っています。IR専任部署と関連部署とが連携し、事業情

報や財務情報を公正・適切な方法で分かりやすく開示する

ように努めています。

IRイベント
決算説明会、事業説明会、海外ロードショー、個人投資家

向け説明会など、さまざまなIR活動を行っています。機関投

資家・アナリストを対象とした説明会では、業績や中長期的

な戦略およびその進捗などに関する情報の発信と共有に努

めています。NSKは、2013年4月から「売上高1兆円を支える

企業基盤の確立」をビジョンとする新たな中期経営計画を

スタートさせましたが、5月の説明会では、この新中期経営計

画についての対外発表も行いました。個々の取材対応や電

話会議、証券会社主催のカンファレンスなどを通して国内外

の株主・機関投資家の皆さまとも積極的にコミュニケーショ

ンを図っています。また2012年度も、個人投資家向け説明会

を開催して個人投資家の皆さまと直接お話する機会を設け

たり、アナリストを対象とした経営陣とのスモールミーティン

グを開催しました。

今後、このような

活動の場をさらに

増やしていきたい

と考えています。

Dow Jones Sustainability Indices
http://www.sustainability-indices.com

FTSE4Good Index Series
http://www.ftse.com/Indices/FTSE4Good_
Index_Series/index.jsp　

Ethibel Investment Register
http://forumethibel.org/content/ethibel_
sustainability_index.html　

モーニングスター社会的責任投資株価指数
http://www.morningstar.co.jp/sri/about.htm

株式所有者別分布状況（所有株式数 2013年3月末現在） 

写真1　2012年度の個人投資家向け説明会の様子

配当方針

外部機関からの評価

第三者からのご意見

合計
540,355千株

その他国内法人 9.9% 証券会社 1.8%

金融機関 51.5%

個人・その他 13.0%

外国人 23.8%

上智大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得
後、名古屋工業大学助手、オランダ・リンパーク研究所
客員研究員、静岡県立大学助教授、上智大学経済学部
助教授を経て現在に至る。環境省、経済産業省、国土交
通省、農林水産省、内閣府、日本公認会計士協会等の
CSR・環境関係の審議会、検討会・研究会等で座長・委
員等を歴任。専門は環境会計論。近著に『CO₂を見える
化するカーボンラベル』(中央経済社刊)がある。

上智大学経済学部教授

上妻 義直 氏

取締役 執行役常務
経営企画本部長 IR・CSR室担当

野上 宰門

昨年に引き続き、上智大学経済学部教授の上妻義直氏に本レポートに対するご意見を伺いました。

ご意見をいただいて

「CSRレポート2012」に対するご意見への対応

貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。
NSKグループのCSRの取り組みをご評価いただき、感謝申し上げます。わたしたちは、「円滑で安全な社会」へ
の貢献、および、「地球環境の保全」を企業理念で明確にし、持続可能な社会の構築への貢献とNSKグループの
企業価値向上の実現をめざして活動を進めております。これからも、ガバナンスや社会面や環境面などの取り
組みのレベルアップを図ってまいります。
今後の課題として、グローバルな視点での的確なリスク評価や対策、および、グローバルベースでの労働関連
や環境関連の指標の開示について、ご意見をいただきました。引き続き、海外における取り組みの進化と情報
収集体制の強化を図り、開示情報の充実につなげてまいります。

CSRレポート2012に対して、上智大学経済学部教授 上妻義直氏より、
「グローバルな視点での報告書作り」、「サプライチェーン情報の充実」に
ついての提言をいただきました。
NSKグループでは、品質づくり、職場づくり、環境保全などの取り組みを、

グローバルに強化していくことをめざし、着実に活動を進めるとともに、

本レポートの各項目の記事に、日本以外の地域での情報充実に努めました。
また、BCPや人権配慮、環境保全などの取り組みをサプライチェーンに

浸透させていくことをめざして取り組みを強化し、レポートでは、CSR調達
を通じた人権配慮やグリーン調達のグローバル展開などの事例を紹介し
ました。

NSK CSRレポート201346



1   新中期経営計画とCSR目標の融合
今年度は第4次中期経営計画がスタートし、その中にいく

つかのCSR目標が組み込まれました。NSKグループは2016

年に創立100周年を迎えますが、それに向けて掲げた売上

高1兆円の成長目標を達成するために、「安全・品質・コンプ

ライアンス」を最重要課題として位置付けており、重要な成

長ドライバーである新興国市場でのプレゼンス拡大をめざ

して、グローバルマネジメントの強化が図られようとしてい

ます。その結果、ガバナンス充実、コンプライアンス強化、地

域社会への適応のようなCSR課題が明確に識別され、同時

にエネルギーや気候変動などの環境問題への取り組み姿

勢も強く打ち出されました。これらはCSRマネジメントの目

標・実績総括表にも反映されており、旧来の次年度目標に

加えて今年度からは中期経営計画に合わせた2015年度目

標も併記されるようになっています。

こうした改善は、企業成長にとって持続性配慮が不可欠

なインフラであることを認識し、それを経営戦略の基盤に

据えようとする方向性に沿うものであり、NSKグループの統

合思考をよく表していると評価できます。

2   コンプライアンス体制の強化
特に、コンプライアンス体制の強化に関しては、今年度も

引き続いて改善が行われています。一昨年来の懸案事項で

ある独占禁止法違反事件の再発防止策として、これまでも

コンプライアンス委員会・推進室の設置，社内規程の整備、

役員・従業員へのガイドブック配布、誓約書の提出、コンプラ

イアンス教育といった多面的な施策が推進されてきました。

今年度は、事業のグローバル展開に合わせた内部監査体制

の強化を目的として，経営モニタリング室が経営監査部に

改組され、これによってコンプライアンス監視機能にも改善

が見られています。

コンプライアンス対策の有効性は、DJSIやFTSE4Goodのよ

うなSRI指数に今年度も組み込まれていることで、外部的に

一定の評価を受けていると考えられますが、不公正取引の

根絶は容易ではないので、今後も継続的な対策推進が期待

されます。

3   今後の課題
昨年指摘した報告バウンダリーの連結ベース化や報告

スコープのバリューチェーン拡張に関しては、少しずつ改

善が進められています。しかし、グローバル市場には特有

のCSRリスクがあり、それらを適切にコントロールするため

に、的確なリスク評価と十分な対策が必要になります。現在

は労働関連指標や一部の環境指標が国内ベースで管理さ

れているので、まずはこれらをグローバルベースに格上げ

するために、情報管理体制の整備が今後の課題になりま

す。グローバル企業に相応しい情報開示のさらなる推進が

期待されます。

株主・投資家についての考え方・方針

株主・投資家の皆さまとのコミュニケーション

株主・投資家とのかかわり

NSKは、経営情報を迅速かつ公正に開示するとともに、

安定的な利益還元に努め、株主・投資家の皆さまの期待に

応える企業であり続けたいと考えています。

情報ツール
NSKでは、「アニュアルレポート」や「NSKグループ報告

書」（事業報告書）を発行し、財務状況や事業トピックスをご

報告しています。また、ホームページの「投資家情報」では、

これらのレポート・報告書とともに決算説明会の資料や財

務データなども公開しています。今後もタイムリーな情報

公開に努めるとともに、これらのコンテンツの充実を図って

いきます。

NSKは株主の皆さまに対する利益還元を重要な経営方

針の一つに位置付けています。配当については、安定的な

配当を継続的に実施していくことを基本とし、連結ベースで

の配当性向や業績水準などを勘案して決定しています。

財務面だけでなく、環境・社会面での高い評価を併せ持

つ企業は、長期的に持続可能な成長を期待される企業と評

価され、SRI（＝Socially Responsible Investment社会的責

任投資）の対象としてだけではなく、幅広い機関投資家から

ますます重要視されています。当社は、世界的にその信頼

性が認められた、4つの代表的なSRIインデックスに組み入

れられています。（2013年3月末現在）

株主・投資家の皆さまに適正な投資判断をしていただく

ために、IR専任部署を設置し、積極的にコミュニケーション

を図っています。IR専任部署と関連部署とが連携し、事業情

報や財務情報を公正・適切な方法で分かりやすく開示する

ように努めています。

IRイベント
決算説明会、事業説明会、海外ロードショー、個人投資家

向け説明会など、さまざまなIR活動を行っています。機関投

資家・アナリストを対象とした説明会では、業績や中長期的

な戦略およびその進捗などに関する情報の発信と共有に努

めています。NSKは、2013年4月から「売上高1兆円を支える

企業基盤の確立」をビジョンとする新たな中期経営計画を

スタートさせましたが、5月の説明会では、この新中期経営計

画についての対外発表も行いました。個々の取材対応や電

話会議、証券会社主催のカンファレンスなどを通して国内外

の株主・機関投資家の皆さまとも積極的にコミュニケーショ

ンを図っています。また2012年度も、個人投資家向け説明会

を開催して個人投資家の皆さまと直接お話する機会を設け

たり、アナリストを対象とした経営陣とのスモールミーティン

グを開催しました。

今後、このような

活動の場をさらに

増やしていきたい

と考えています。

Dow Jones Sustainability Indices
http://www.sustainability-indices.com

FTSE4Good Index Series
http://www.ftse.com/Indices/FTSE4Good_
Index_Series/index.jsp　

Ethibel Investment Register
http://forumethibel.org/content/ethibel_
sustainability_index.html　

モーニングスター社会的責任投資株価指
http://www.morningstar.co.jp/sri/about.htm
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昨年に引き続き、上智大学経済学部教授の上妻義直氏に本レポートに対するご意見を伺いました。

ご意見をいただいて

「CSRレポート2012」に対するご意見への対応

貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。
NSKグループのCSRの取り組みをご評価いただき、感謝申し上げます。わたしたちは、「円滑で安全な社会」へ
の貢献、および、「地球環境の保全」を企業理念で明確にし、持続可能な社会の構築への貢献とNSKグループの
企業価値向上の実現をめざして活動を進めております。これからも、ガバナンスや社会面や環境面などの取り
組みのレベルアップを図ってまいります。
今後の課題として、グローバルな視点での的確なリスク評価や対策、および、グローバルベースでの労働関連

や環境関連の指標の開示について、ご意見をいただきました。引き続き、海外における取り組みの進化と情報
収集体制の強化を図り、開示情報の充実につなげてまいります。

CSRレポート2012に対して、上智大学経済学部教授 上妻義直氏より、
「グローバルな視点での報告書作り」、「サプライチェーン情報の充実」に
ついての提言をいただきました。
NSKグループでは、品質づくり、職場づくり、環境保全などの取り組みを、

グローバルに強化していくことをめざし、着実に活動を進めるとともに、

本レポートの各項目の記事に、日本以外の地域での情報充実に努めました。
また、BCPや人権配慮、環境保全などの取り組みをサプライチェーンに

浸透させていくことをめざして取り組みを強化し、レポートでは、CSR調達
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